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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局装置によって送信されるトランスポートブロックに対するＡＣＫまたはＮＡＣＫ
を示す情報を、物理上りリンク共用チャネルを使用して前記基地局装置へ送信する移動局
装置であって、
　１つのコンポーネントキャリアで送信される前記トランスポートブロックに対する前記
ＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を前記基地局装置に送信する場合は、第１のＡＣＫまた
はＮＡＣＫを示す情報を選択するユニットと、
　複数のコンポーネントキャリアで送信される前記トランスポートブロックに対する前記
ＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を前記基地局装置に送信する場合は、第２のＡＣＫまた
はＮＡＣＫを示す情報を選択するユニットと、
　前記選択された第１のＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報または前記選択された第２のＡ
ＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を、前記物理上りリンク共用チャネルを使用して前記基地
局装置へ送信するユニットと、
　を備えることを特徴とする移動局装置。
【請求項２】
　基地局装置によって送信されるトランスポートブロックに対するＡＣＫまたはＮＡＣＫ
を示す情報を、物理上りリンク共用チャネルを使用して前記基地局装置へ送信する移動局
装置であって、
　１つのコンポーネントキャリアで送信される前記トランスポートブロックに対する前記
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ＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を前記基地局装置へ送信する場合は、第１の配置方法を
選択するユニットと、
　複数のコンポーネントキャリアで送信される前記トランスポートブロックに対する前記
ＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を前記基地局装置へ送信する場合は、第２の配置方法を
選択するユニットと、
　前記選択した第１の配置方法または前記選択した第２の配置方法を使用して、前記ＡＣ
ＫまたはＮＡＣＫを示す情報を処理するユニットと、
　前記処理された前記ＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を、前記物理上りリンク共用チャ
ネルを使用して前記基地局装置へ送信するユニットと、
　を備えることを特徴とする移動局装置。
【請求項３】
　移動局装置に送信したトランスポートブロックに対するＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情
報を、物理上りリンク共用チャネルを使用して前記移動局装置から受信する基地局装置で
あって、
　前記トランスポートブロックを１つのコンポーネントキャリアまたは複数のコンポーネ
ントキャリアで前記移動局装置に送信するユニットと、
　前記トランスポートブロックを１つのコンポーネントキャリアで前記移動局装置に送信
した場合、第１のＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を選択するユニットと、
　前記トランスポートブロックを複数のコンポーネントキャリアで前記移動局装置に送信
した場合、第２のＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を選択するユニットと、
　前記選択された第１のＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報または前記選択された第２のＡ
ＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を、前記物理上りリンク共用チャネルを使用して前記移動
局装置から受信するユニットと、
　を備えることを特徴とする基地局装置。
【請求項４】
　移動局装置に送信したトランスポートブロックに対するＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情
報を、物理上りリンク共用チャネルを使用して前記移動局装置から受信する基地局装置で
あって、
　前記トランスポートブロックを１つのコンポーネントキャリアまたは複数のコンポーネ
ントキャリアで前記移動局装置に送信するユニットと、
　前記トランスポートブロックを１つのコンポーネントキャリアで前記移動局装置に送信
した場合、第１の配置方法を選択するユニットと、
　前記トランスポートブロックを複数のコンポーネントキャリアで前記移動局装置に送信
した場合、第２の配置方法を選択するユニットと、
　前記選択した第１の配置方法または前記選択した第２の配置方法を使用して、前記移動
局装置によって処理された前記ＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を、前記物理上りリンク
共用チャネルを使用して前記移動局装置から受信するユニットと、
　を備えることを特徴とする基地局装置。
【請求項５】
　基地局装置と端末装置が通信する移動通信システムであって、
　前記基地局装置は、
　トランスポートブロックを１つのコンポーネントキャリアまたは複数のコンポーネント
キャリアで前記移動局装置に送信するユニットと、を備え、
　前記移動局装置は、
　前記基地局装置が前記移動局装置に対する前記トランスポートブロックを１つのコンポ
ーネントキャリアで送信した場合は、１つのコンポーネントキャリアで送信される前記ト
ランスポートブロックに対するＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報である第１のＡＣＫまた
はＮＡＣＫを示す情報を選択するユニットと、
　前記基地局装置が前記移動局装置に対する前記トランスポートブロックを複数のコンポ
ーネントキャリアで送信した場合は、複数のコンポーネントキャリアで送信される前記ト
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ランスポートブロックに対するＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報である第２のＡＣＫまた
はＮＡＣＫを示す情報を選択するユニットと、
　前記選択された第１のＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報または前記選択された第２のＡ
ＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を、物理上りリンク共用チャネルを使用して前記基地局装
置へ送信するユニットと、
　を備えることを特徴とする移動通信システム。
【請求項６】
　基地局装置と端末装置が通信する移動通信システムであって、
　前記基地局装置は、
　トランスポートブロックを１つのコンポーネントキャリアまたは複数のコンポーネント
キャリアで前記移動局装置に送信するユニットと、を備え、
　前記移動局装置は、
　前記基地局装置が前記移動局装置に対する前記トランスポートブロックを１つのコンポ
ーネントキャリアで送信した場合は、第１の配置方法を選択するユニットと、
　前記基地局装置が前記移動局装置に対する前記トランスポートブロックを複数のコンポ
ーネントキャリアで送信した場合は、第２の配置方法を選択するユニットと、
　前記選択した第１の配置方法または前記選択した第２の配置方法を使用して、前記トラ
ンスポートブロックに対するＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を処理するユニットと、
　前記処理された前記ＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を、前記物理上りリンク共用チャ
ネルを使用して前記基地局装置へ送信するユニットと、
　を備えることを特徴とする移動通信システム。
【請求項７】
　基地局装置によって送信されるトランスポートブロックに対するＡＣＫまたはＮＡＣＫ
を示す情報を、物理上りリンク共用チャネルを使用して前記基地局装置へ送信する移動局
装置の通信方法であって、
　１つのコンポーネントキャリアで送信される前記トランスポートブロックに対する前記
ＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を前記基地局装置に送信する場合は、第１のＡＣＫまた
はＮＡＣＫを示す情報を選択し、
　複数のコンポーネントキャリアで送信される前記トランスポートブロックに対する前記
ＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を前記基地局装置に送信する場合は、第２のＡＣＫまた
はＮＡＣＫを示す情報を選択し、
　前記選択された第１のＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報または前記選択された第２のＡ
ＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を、前記物理上りリンク共用チャネルを使用して前記基地
局装置へ送信する、
　ことを特徴とする通信方法。
【請求項８】
　基地局装置によって送信されるトランスポートブロックに対するＡＣＫまたはＮＡＣＫ
を示す情報を、物理上りリンク共用チャネルを使用して前記基地局装置へ送信する移動局
装置の通信方法であって、
　１つのコンポーネントキャリアで送信される前記トランスポートブロックに対する前記
ＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を前記基地局装置へ送信する場合は、第１の配置方法を
選択し、
　複数のコンポーネントキャリアで送信される前記トランスポートブロックに対する前記
ＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を前記基地局装置へ送信する場合は、第２の配置方法を
選択し、
　前記選択した第１の配置方法または前記選択した第２の配置方法を使用して、前記ＡＣ
ＫまたはＮＡＣＫを示す情報を処理し、
　前記処理された前記ＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を、前記物理上りリンク共用チャ
ネルを使用して前記基地局装置へ送信する、
　ことを特徴とする通信方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基地局装置および移動局装置から構成される移動通信システムおよび通信方
法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ（3rd Generation Partnership Project）は、Ｗ－ＣＤＭＡ（Wideband-Code 
Division Multiple Access）と、ＧＳＭ（Global System for Mobile Communications）
とを発展させたネットワークを基本した移動通信システムの仕様の検討・作成を行なうプ
ロジェクトである。３ＧＰＰでは、Ｗ－ＣＤＭＡ方式が第３世代セルラー移動通信方式と
して標準化され、順次サービスが開始されている。また、通信速度をさらに高速化させた
ＨＳＤＰＡ（High-speed Downlink Packet Access）も標準化され、サービスが開始され
ている。３ＧＰＰでは、第３世代無線アクセス技術の進化（以下、「LTE(Long Term Evol
ution)」または「EUTRA(Evolved Universal Terrestrial Radio Access)」と呼称する）
、および、より広帯域な周波数帯域を利用して、さらに高速なデータの送受信を実現する
移動通信システム（以下、「LTE-A(Long Term Evolution-Advanced)」または「Advanced-
EUTRA」と呼称する）に関する検討が進められている。
【０００３】
　ＬＴＥにおける通信方式としては、互いに直交するサブキャリアを用いてユーザ多重化
を行なうＯＦＤＭＡ（Orthogonal Frequency Division Multiple Access）方式、および
、ＳＣ－ＦＤＭＡ（Single Carrier-Frequency Division Multiple Access）方式が検討
されている。すなわち、下りリンクでは、マルチキャリア通信方式であるＯＦＤＭＡ方式
が、上りリンクでは、シングルキャリア通信方式であるＳＣ－ＦＤＭＡ方式が提案されて
いる。
【０００４】
　一方、ＬＴＥ－Ａにおける通信方式としては、下りリンクでは、ＯＦＤＭＡ方式が、上
りリンクでは、ＳＣ－ＦＤＭＡ方式に加えて、Ｃｌｕｓｔｅｒｅｄ ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤ
Ｍ（Discrete Fourier Transform Spread Orthogonal Frequency Division Multiplexing
、DFT-S-OFDM with Spectrum Division Control、DFT-precoded OFDM、Clustered FDMA、
DFT-S-OFDMとも呼称される）方式を導入することが検討されている。ここで、ＬＴＥおよ
びＬＴＥ－Ａにおいて、上りリンクの通信方式として提案されているＳＣ－ＦＤＭＡ方式
、Ｃｌｕｓｔｅｒｅｄ ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ方式は、シングルキャリア通信方式および
それに類似する通信方式の特性上（シングルキャリア特性によって）、データ（情報）を
送信する際のＰＡＰＲ(Peak to Average Power Ratio：ピーク電力対平均電力比、送信電
力）を低く抑えることができるという特徴を持っている。
【０００５】
　また、ＬＴＥ－Ａでは、一般的な移動通信システムで使用する周波数帯域は連続である
のに対し、連続および／または不連続な複数の周波数帯域（以下、「コンポーネントキャ
リア（CC：Component Carrier）」または「キャリアコンポーネント（CC：Carrier Compo
nent）」と呼称する）を複合的に使用して、１つの広帯域な周波数帯域として運用する（
周波数帯域集約：Carrier aggregationと呼称される）ことが検討されている。さらに、
基地局装置と移動局装置が、広帯域な周波数帯域をより柔軟に使用して通信するために、
下りリンクの通信に使用される周波数帯域と上りリンクの通信に使用される周波数帯域を
異なる周波数帯域幅とする（非対称周波数帯域集約：Asymmetric carrier aggregation）
ことも提案されている（非特許文献1）。
【０００６】
　図９は、従来の技術における周波数帯域集約された移動通信システムを説明する図であ
る。図９に示されるような下りリンク（DL：Downlink）の通信に使用される周波数帯域と
上りリンク（UL：Uplink）の通信に使用される周波数帯域を同じ帯域幅とすることは、対
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称周波数帯域集約（Symmetric carrier aggregation）とも呼称される。図９に示すよう
に、基地局装置と移動局装置は、連続および／または不連続な周波数帯域である複数のコ
ンポーネントキャリアを複合的に使用することによって、複数のコンポーネントキャリア
によって構成される広帯域な周波数帯域で通信を行なうことができる。
【０００７】
　図９では、例として、１００ＭＨｚの帯域幅を持った下りリンクの通信に使用される周
波数帯域（以下、DLシステム帯域、DLシステム帯域幅とも呼称する）が、２０ＭＨｚの帯
域幅を持った５つの下りリンクコンポーネントキャリア（DCC1：Downlink Component Car
rier1、DCC2、DCC3、DCC4、DCC5）によって構成されていることを示している。また、例
として、１００ＭＨｚの帯域幅を持った上りリンクの通信に使用される周波数帯域（以下
、ULシステム帯域、ULシステム帯域幅とも呼称する）が、２０ＭＨｚの帯域幅を持った５
つの上りリンクコンポーネントキャリア（UCC1：Uplink Component Carrier1、UCC2、UCC
3、UCC4、UCC5）によって構成されていることを示している。
【０００８】
　図９において、下りリンクコンポーネントキャリアそれぞれには、物理下りリンク制御
チャネル（以下、PDCCH：Physical Downlink Control Channel）、物理下りリンク共用チ
ャネル（以下、PDSCH：Physical Downlink Shared Channel）等の下りリンクの物理チャ
ネルが配置される。基地局装置は、ＰＤＳＣＨを送信するための下りリンク制御情報（DC
I：Downlink Control Information）を、ＰＤＣＣＨを使用して移動局装置へ割り当て、
ＰＤＳＣＨを移動局装置へ送信する。すなわち、図９において、基地局装置は、同一サブ
フレームで、最大５つまでのＰＤＳＣＨ（下りリンクトランスポートブロックでも良い）
を移動局装置へ送信することができる。
【０００９】
　また、上りリンクコンポーネントキャリアそれぞれには、物理上りリンク制御チャネル
（以下、PUCCH：Physical Uplink Control Channel）、物理上りリンク共用チャネル（以
下、PUSCH：Physical Uplink Shared Channel）等の上りリンクの物理チャネルが配置さ
れる。移動局装置は、ＰＵＣＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨを使用して、上りリンク制御
情報（UCI：Uplink Control Information）を基地局装置へ送信する。また、図９におい
て、移動局装置は、同一サブフレームで、最大５つまでのＰＵＳＣＨ（上りリンクトラン
スポートブロックでも良い）を基地局装置へ送信することができる。
【００１０】
　同様に、図１０は、従来の技術における非対称周波数帯域集約された移動通信システム
を説明する図である。図１０に示すように、基地局装置と移動局装置は、下りリンクの通
信に使用される周波数帯域と上りリンクの通信に使用される周波数帯域とを異なる帯域幅
とし、これらの周波数帯域を構成する連続および／または不連続な周波数帯域であるコン
ポーネントキャリアを複合的に使用して広帯域な周波数帯域で通信を行なうことができる
。
【００１１】
　図１０では、例として、１００ＭＨｚの帯域幅を持った下りリンクの通信に使用される
周波数帯域が、２０ＭＨｚの帯域幅を持った５つの下りリンクコンポーネントキャリア（
DCC1、DCC2、DCC3、DCC4、DCC5）によって構成され、また、４０ＭＨｚの帯域幅を持った
上りリンクの通信に使用される周波数帯域が、２０ＭＨｚの帯域幅を持った２つの上りリ
ンクコンポーネントキャリア（UCC1、UCC2）によって構成されていることを示している。
【００１２】
　ここで、図１０において、下りリンク／上りリンクのコンポーネントキャリアそれぞれ
には下りリンク／上りリンクの物理チャネルが配置され、基地局装置は、ＰＤＣＣＨを使
用してＰＤＳＣＨを移動局装置へ割り当て、ＰＤＳＣＨを移動局装置へ送信する。すなわ
ち、図１０において、基地局装置は、同一サブフレームで、最大５つまでのＰＤＳＣＨ（
下りリンクトランスポートブロックでも良い）を移動局装置へ送信することができる。
【００１３】
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　また、移動局装置は、ＰＵＣＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨを使用して、上りリンク制
御情報を基地局装置へ送信する。また、図１０において、移動局装置は、同一サブフレー
ムで、最大２つまでのＰＵＳＣＨ（上りリンクトランスポートブロックでも良い）を基地
局装置へ送信することができる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００１４】
【非特許文献１】“Carrier aggregation in LTE-Advanced”, 3GPP TSG RAN WG1 Meetin
g #53bis, R1-082468, June 30-July 4, 2008.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　しかしながら、従来の技術では、基地局装置と移動局装置が、複数のコンポーネントキ
ャリアを使用して通信を行なう際に、無線リソースを非効率に使用してしまうという問題
があった。
【００１６】
　移動局装置が、複数のコンポーネントキャリアを使用して基地局装置と通信する場合、
周波数帯域集約された移動通信システムにおける最適な上りリンク制御情報の送信方法を
用いることが好ましい。その一方で、移動局装置は、従来の技術における上りリンク制御
情報の送信方法との整合性を確保しなければならない。
【００１７】
　すなわち、従来の技術において、基地局装置は、移動局装置に対して、周波数帯域集約
された移動通信システムにおける最適な上りリンク制御情報の送信方法を行なうのか、従
来の技術における上りリンク制御情報の送信方法を行なうのかを下りリンク制御情報を使
用して指示しなければならなかった。すなわち、基地局装置と移動局装置は、上りリンク
制御情報を送受信する際に、無線リソースを非効率に使用していた。
【００１８】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、基地局装置と移動局装置が、
複数のコンポーネントキャリアを複合的に使用して通信を行なう際に、無線リソースを効
率的に使用して、上りリンク制御情報を送受信できる移動通信システム、移動局装置、基
地局装置および通信方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　（１）上記の目的を達成するために、本発明は、以下のような手段を講じた。すなわち
、本発明の移動局装置は、基地局装置によって送信されるトランスポートブロックに対す
るＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を、物理上りリンク共用チャネルを使用して前記基地
局装置へ送信する移動局装置であって、１つのコンポーネントキャリアで送信される前記
トランスポートブロックに対する前記ＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を前記基地局装置
に送信する場合は、第１のＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を選択するユニットと、複数
のコンポーネントキャリアで送信される前記トランスポートブロックに対する前記ＡＣＫ
またはＮＡＣＫを示す情報を前記基地局装置に送信する場合は、第２のＡＣＫまたはＮＡ
ＣＫを示す情報を選択するユニットと、前記選択された第１のＡＣＫまたはＮＡＣＫを示
す情報または前記選択された第２のＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を、前記物理上りリ
ンク共用チャネルを使用して前記基地局装置へ送信するユニットと、を備えることを特徴
としている。
【００２０】
　（２）また、本発明の移動局装置は、基地局装置によって送信されるトランスポートブ
ロックに対するＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を、物理上りリンク共用チャネルを使用
して前記基地局装置へ送信する移動局装置であって、１つのコンポーネントキャリアで送
信される前記トランスポートブロックに対する前記ＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を前
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記基地局装置へ送信する場合は、第１の配置方法を選択するユニットと、複数のコンポー
ネントキャリアで送信される前記トランスポートブロックに対する前記ＡＣＫまたはＮＡ
ＣＫを示す情報を前記基地局装置へ送信する場合は、第２の配置方法を選択するユニット
と、前記選択した第１の配置方法または前記選択した第２の配置方法を使用して、前記Ａ
ＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を処理するユニットと、前記処理された前記ＡＣＫまたは
ＮＡＣＫを示す情報を、前記物理上りリンク共用チャネルを使用して前記基地局装置へ送
信するユニットと、を備えることを特徴としている。
【００２１】
　（３）また、本発明の基地局装置は、移動局装置に送信したトランスポートブロックに
対するＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を、物理上りリンク共用チャネルを使用して前記
移動局装置から受信する基地局装置であって、前記トランスポートブロックを１つのコン
ポーネントキャリアまたは複数のコンポーネントキャリアで前記移動局装置に送信するユ
ニットと、前記トランスポートブロックを１つのコンポーネントキャリアで前記移動局装
置に送信した場合、第１のＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を選択するユニットと、前記
トランスポートブロックを複数のコンポーネントキャリアで前記移動局装置に送信した場
合、第２のＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を選択するユニットと、前記選択された第１
のＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報または前記選択された第２のＡＣＫまたはＮＡＣＫを
示す情報を、前記物理上りリンク共用チャネルを使用して前記移動局装置から受信するユ
ニットと、を備えることを特徴としている。
【００２２】
　（４）また、本発明の基地局装置は、移動局装置に送信したトランスポートブロックに
対するＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を、物理上りリンク共用チャネルを使用して前記
移動局装置から受信する基地局装置であって、前記トランスポートブロックを１つのコン
ポーネントキャリアまたは複数のコンポーネントキャリアで前記移動局装置に送信するユ
ニットと、前記トランスポートブロックを１つのコンポーネントキャリアで前記移動局装
置に送信した場合、第１の配置方法を選択するユニットと、前記トランスポートブロック
を複数のコンポーネントキャリアで前記移動局装置に送信した場合、第２の配置方法を選
択するユニットと、前記選択した第１の配置方法または前記選択した第２の配置方法を使
用して、前記移動局装置によって処理された前記ＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を、前
記物理上りリンク共用チャネルを使用して前記移動局装置から受信するユニットと、を備
えることを特徴としている。
【００２３】
　（５）また、本発明の移動通信システムは、基地局装置と端末装置が通信する移動通信
システムであって、前記基地局装置は、トランスポートブロックを１つのコンポーネント
キャリアまたは複数のコンポーネントキャリアで前記移動局装置に送信するユニットと、
を備え、前記移動局装置は、前記基地局装置が前記移動局装置に対する前記トランスポー
トブロックを１つのコンポーネントキャリアで送信した場合は、１つのコンポーネントキ
ャリアで送信される前記トランスポートブロックに対するＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情
報である第１のＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を選択するユニットと、前記基地局装置
が前記移動局装置に対する前記トランスポートブロックを複数のコンポーネントキャリア
で送信した場合は、複数のコンポーネントキャリアで送信される前記トランスポートブロ
ックに対するＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報である第２のＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す
情報を選択するユニットと、前記選択された第１のＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報また
は前記選択された第２のＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を、物理上りリンク共用チャネ
ルを使用して前記基地局装置へ送信するユニットと、を備えることを特徴としている。
【００２４】
　（６）また、本発明の移動通信システムは、基地局装置と端末装置が通信する移動通信
システムであって、前記基地局装置は、トランスポートブロックを１つのコンポーネント
キャリアまたは複数のコンポーネントキャリアで前記移動局装置に送信するユニットと、
を備え、前記移動局装置は、前記基地局装置が前記移動局装置に対する前記トランスポー
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トブロックを１つのコンポーネントキャリアで送信した場合は、第１の配置方法を選択す
るユニットと、前記基地局装置が前記移動局装置に対する前記トランスポートブロックを
複数のコンポーネントキャリアで送信した場合は、第２の配置方法を選択するユニットと
、前記選択した第１の配置方法または前記選択した第２の配置方法を使用して、前記トラ
ンスポートブロックに対するＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を処理するユニットと、前
記処理された前記ＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を、前記物理上りリンク共用チャネル
を使用して前記基地局装置へ送信するユニットと、を備えることを特徴としている。
【００２５】
　（７）また、本発明の通信方法は、基地局装置によって送信されるトランスポートブロ
ックに対するＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を、物理上りリンク共用チャネルを使用し
て前記基地局装置へ送信する移動局装置の通信方法であって、１つのコンポーネントキャ
リアで送信される前記トランスポートブロックに対する前記ＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す
情報を前記基地局装置に送信する場合は、第１のＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を選択
し、複数のコンポーネントキャリアで送信される前記トランスポートブロックに対する前
記ＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を前記基地局装置に送信する場合は、第２のＡＣＫま
たはＮＡＣＫを示す情報を選択し、前記選択された第１のＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情
報または前記選択された第２のＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を、前記物理上りリンク
共用チャネルを使用して前記基地局装置へ送信する、ことを特徴としている。
【００２６】
　（８）また、本発明の通信方法は、基地局装置によって送信されるトランスポートブロ
ックに対するＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を、物理上りリンク共用チャネルを使用し
て前記基地局装置へ送信する移動局装置の通信方法であって、１つのコンポーネントキャ
リアで送信される前記トランスポートブロックに対する前記ＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す
情報を前記基地局装置へ送信する場合は、第１の配置方法を選択し、複数のコンポーネン
トキャリアで送信される前記トランスポートブロックに対する前記ＡＣＫまたはＮＡＣＫ
を示す情報を前記基地局装置へ送信する場合は、第２の配置方法を選択し、前記選択した
第１の配置方法または前記選択した第２の配置方法を使用して、前記ＡＣＫまたはＮＡＣ
Ｋを示す情報を処理し、前記処理された前記ＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報を、前記物
理上りリンク共用チャネルを使用して前記基地局装置へ送信する、ことを特徴としている
。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば、基地局装置と移動局装置が、複数のコンポーネントキャリアを複合的
に使用して通信を行なう際に、無線リソースを効率的に使用して、上りリンク制御情報を
送受信できる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の実施形態に係る物理チャネルの構成を概念的に示す図である。
【図２】本発明の実施形態に係る基地局装置１００の概略構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の実施形態に係る移動局装置２００の概略構成を示すブロック図である。
【図４】本発明の実施形態が適用可能な移動通信システムの例を示す図である。
【図５】物理上りリンクリソースを示す図である。
【図６】上りリンク制御情報のマッピング方法の例を示す図である。
【図７】上りリンク制御情報のマッピング方法の例を示す別の図である。
【図８】上りリンク制御情報のマッピング方法の例を示す別の図である。
【図９】従来の技術における周波数帯域集約の例を示す図である。
【図１０】従来の技術における非対称周波数帯域集約の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　次に、本発明に係る実施形態について、図面を参照しながら説明する。図１は、本発明
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の実施形態におけるチャネルの一構成例を示す図である。本発明に係る通信システムは、
基地局装置１００（下りリンク送信装置、上りリンク受信装置、eNodeB、BS：Base Stati
on、セル）と移動局装置２００－１～２００－３（下りリンク受信装置、上りリンク送信
装置、端末装置、UE：User Equipment、MS：Mobile Station）を含んで構成される（以下
、移動局装置200-1～200-3を合わせて、移動局装置200と表す）。また、下りリンクの物
理チャネルは、物理下りリンク制御チャネル（PDCCH：Physical Downlink Control Chann
el）、物理下りリンク共用チャネル（PDSCH：Physical Downlink Shared Channel）など
によって構成される。上りリンクの物理チャネルは、物理上りリンク共用チャネル（PUSC
H：Physical Uplink Shared Channel）、物理上りリンク制御チャネル（PUCCH：Physical
 Uplink Control Channel）などによって構成される。
【００３０】
　ＰＤＣＣＨは、ＰＤＳＣＨのリソース割り当て、下りリンクデータに対するＨＡＲＱ処
理情報、および、ＰＵＳＣＨのリソース割り当てなどを、移動局装置２００に通知（指定
）するために使用されるチャネルである。ＰＤＣＣＨは、複数の制御チャネル要素（CCE
：Control Channel Element）から構成され、移動局装置２００は、ＣＣＥから構成され
るＰＤＣＣＨを検出することによって、基地局装置１００からのＰＤＣＣＨを受信する。
【００３１】
　このＣＣＥは、周波数、時間領域において分散している複数のリソースエレメントグル
ープ（REG：Resource Element Group、mini-CCEとも呼称される）によって構成される。
ここで、リソースエレメントとは、１ＯＦＤＭシンボル（時間成分）、１サブキャリア（
周波数成分）で構成される単位リソースであり、例えば、ＲＥＧは、同一ＯＦＤＭシンボ
ル内の周波数領域において、下りリンク参照信号を除いて、周波数領域で連続する４個の
下りリンクリソースエレメントによって構成される。例えば、１つのＰＤＣＣＨは、ＣＣ
Ｅを識別する番号（CCEインデックス）が連続する１個、２個、４個、８個のＣＣＥによ
って構成される。
【００３２】
　ここで、ＰＤＣＣＨは、移動局装置２００ごと、種別ごとに別々に符号化（Separate C
oding）される。すなわち、移動局装置２００は、複数のＰＤＣＣＨを検出して、下りリ
ンクまたは上りリンクのリソース割り当てや、その他の制御情報を取得する。各ＰＤＣＣ
Ｈには、ＣＲＣ（巡回冗長検査）の値が付与されており、移動局装置２００は、ＰＤＣＣ
Ｈが構成される可能性のあるＣＣＥのセットのそれぞれに対してＣＲＣのチェックを行な
い、ＣＲＣが成功したＰＤＣＣＨを取得することができる。これは、ブラインドデコーデ
ィング（blind decoding）とも呼称され、移動局装置２００が、ブラインドデコーディン
グを行なうＰＤＣＣＨが構成される可能性のあるＣＣＥのセットの範囲は、検索領域（Se
arch Space）と呼称される。すなわち、移動局装置２００は、検索領域内のＣＣＥに対し
て、ブラインドデコーディングを行ない、ＰＤＣＣＨの検出を行なう。
【００３３】
　ここで、移動局装置２００が、自装置宛てのＰＤＣＣＨの検索（検出）を試みる検索領
域には、複数の移動局装置２００が、ＰＤＣＣＨの検索を試みる共通検索領域（CSS：Com
mon Search Space）と、ある（特定の）移動局装置２００がＰＤＣＣＨの検索を試みる移
動局装置２００固有検索領域（USS：User equipment specific Search Space、UE specif
ic Search Space）がある。基地局装置１００は、ＰＤＣＣＨを、共通検索領域（CSS）に
配置することができる。また、基地局装置１００は、ＰＤＣＣＨを、移動局装置固有検索
領域（USS）に配置することができる。
【００３４】
　移動局装置２００は、ＰＤＣＣＨに、ＰＤＳＣＨのリソース割り当てが含まれる場合、
基地局装置１００からのＰＤＣＣＨによって指示されたリソース割り当てに応じて、ＰＤ
ＳＣＨを使用して、データ（以下、下りリンク信号とも呼称する）（下りリンクデータ（
下りリンク共用チャネル（DL-SCH））および／または下りリンク制御データ（下りリンク
制御情報））を受信する。すなわち、このＰＤＣＣＨは、下りリンクに対するリソース割
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り当てを行なう信号（以下、「下りリンク送信許可信号」、「下りリンクグラント」とも
呼称する）である。
【００３５】
　また、移動局装置２００は、ＰＤＣＣＨに、ＰＵＳＣＨのリソース割り当てが含まれる
場合、基地局装置１００からのＰＤＣＣＨによって指示されたリソース割り当てに応じて
、ＰＵＳＣＨを使用して、データ（以下、上りリンク信号とも呼称する）（上りリンクデ
ータ（上りリンク共用チャネル（UL-SCH））および／または上りリンク制御データ（上り
リンク制御情報））を送信する。すなわち、このＰＤＣＣＨは、上りリンクに対するデー
タ送信を許可する信号（以下、「上りリンク送信許可信号」、「上りリンクグラント」と
も呼称する）である。
【００３６】
　ＰＤＳＣＨは、下りリンクデータ（下りリンク共用チャネル：DL-SCH）またはページン
グ情報（ページングチャネル：PCH）を送信するために使用されるチャネルである。ＰＭ
ＣＨは、マルチキャストチャネル（MCH）を送信するために利用するチャネルであり、下
りリンク参照信号、上りリンク参照信号、物理下りリンク同期信号が別途配置される。
【００３７】
　ここで、下りリンクデータ（DL-SCH）とは、例えば、ユーザーデータの送信を示してお
り、ＤＬ－ＳＣＨは、トランスポートチャネルである。ＤＬ－ＳＣＨでは、ＨＡＲＱ、動
的適応無線リンク制御がサポートされ、また、ビームフォーミングを利用可能である。Ｄ
Ｌ－ＳＣＨは、動的なリソース割り当て、および、準静的なリソース割り当てがサポート
される。
【００３８】
　ＰＵＳＣＨは、主に、上りリンクデータ（上りリンク共用チャネル：UL-SCH）を送信す
るために使用されるチャネルである。また、基地局装置１００が、移動局装置２００をス
ケジューリングした場合には、上りリンク制御情報もＰＵＳＣＨを使用して送信される。
この上りリンク制御情報には、下りリンクの伝搬路（伝送チャネル、伝送路、通信路）の
状況（状態）に基づくフィードバック情報や、ＨＡＲＱ（Hybrid Automatic Repeat reQu
est）における制御情報が含まれる。ここで、フィードバック情報とは、基地局に対する
推奨送信フォーマット情報（インプリシット伝搬路状況情報）と、伝搬路状況を示す情報
（エクスプリシット伝搬路状況情報）である。
【００３９】
　具体的に、フィードバック情報には、下りリンクの伝搬路状況を示す伝搬路状況情報Ｃ
ＳＩ（Channel State InformationまたはChannel Statistical Information）や、下りリ
ンクの伝搬路品質識別子ＣＱＩ（Channel Quality Indicator）や、プレコーディングマ
トリックス識別子ＰＭＩ（Precoding Matrix Indicator）や、ランク識別子ＲＩ（Rank I
ndicator）を示す情報が含まれる。
【００４０】
　また、ＨＡＲＱにおける制御情報には、基地局装置１００から送信されるＰＤＣＣＨお
よび／または下りリンクトランスポートブロックに対するＡＣＫ（Acknowledgement）／
ＮＡＣＫ（Negative Acknowledgement）を示す情報および／またはＤＴＸを示す情報が含
まれる。ここで、ＤＴＸを示す情報とは、移動局装置２００が、基地局装置１００から送
信されるＰＤＣＣＨを検出できなかったことを示す情報（PDCCHを検出できたかどうかを
示す情報でも良い）である。
【００４１】
　ここで、フィードバック情報について詳細に説明する。フィードバック情報は、移動局
装置２００から基地局装置１００へ送信される、下りリンク信号に対する伝搬路状況を示
す情報のことを示している。例えば、移動局装置２００は、基地局装置１００から送信さ
れる下りリンク測定用参照信号（CSI-RS(Reference Signal)、CRS(Cell-specific RS)、
基地局装置１００固有参照信号、セル固有参照信号、フィードバック情報測定用参照信号
）に基づいて、下りリンク信号に対する伝搬路状況を測定（算出、生成）し、フィードバ
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ック情報として基地局装置１００へ送信（報告、フィードバック）する。ここで、参照信
号は、基地局装置１００および移動局装置２００で互いに既知の信号（情報）である。
【００４２】
　基地局装置１００は、移動局装置２００からのフィードバック情報に基づいて、移動局
装置２００に対する様々な適応制御を行なうことができる。まず、フィードバック情報と
して、基地局に対する推奨送信フォーマット情報の場合、基地局装置１００および移動局
装置２００共に既知の送信フォーマットが予めインデックス化（コードブック化）されて
いるものとし、移動局装置２００はその送信フォーマットを用いた情報をフィードバック
し、基地局装置１００はその情報を用いて適応制御する。
【００４３】
　具体的には、ＣＱＩは、符号化率および変調方式を示す情報である。基地局装置１００
は、移動局装置２００からフィードバックされたＣＱＩに基づいて、符号化処理および変
調処理を制御できる。基地局装置１００による符号化率および変調方式の適応制御により
、移動局装置２００における受信品質に応じた最適なデータ伝送が可能になる。
【００４４】
　また、ＰＭＩは、プレコーディング行列（プレコーディング重み、プレコーディングベ
クトル）を示す情報である。
【００４５】
　基地局装置１００は、移動局装置２００からフィードバックされたＰＭＩに基づいて、
プレコーディング処理を制御できる。基地局装置１００が、プレコーディング行列を適応
制御することによって、移動局装置２００における受信品質を向上させることができる。
ここで、プレコーディングとは、基地局装置１００の送信アンテナから送出される信号に
対する、位相回転や重み付け処理などの処理である。
【００４６】
　また、ＲＩは、ＭＩＭＯ（Multiple Input Multiple Output）を利用したＳＤＭ（Spac
e Division Multiplexing）の空間多重数（レイヤー数、ランク数）を示す情報である。
【００４７】
　基地局装置１００は、移動局装置２００からフィードバックされたＲＩに基づいて、基
地局装置１００におけるレイヤーマッピング処理やコードワードを生成する上位層の処理
に対して制御できる。基地局装置１００が、空間多重数を適応制御することによって、移
動局装置２００における受信品質に応じた最適なデータ伝送が可能になる。また、リソー
スへのマッピングに関するフィードバック情報も含まれる場合、基地局装置１００におけ
るリソースエレメントマッピング処理に対して制御することもできる。
【００４８】
　さらに、ＰＭＩはデータ伝送の方法、目的、用途などに応じて、複数種類に分けること
もできる。例えば、ＰＭＩは、広帯域のプレコーディング行列Ｗ１を示すＰＭＩ１と、狭
帯域のプレコーディング行列Ｗ２を示すＰＭＩ２とに分けることができる。すなわち、Ｐ
ＭＩには、広帯域のプレコーディング行列Ｗ１を示すＰＭＩ１と、狭帯域のプレコーディ
ング行列Ｗ２を示すＰＭＩ２が含まれる。
【００４９】
　ここで、広帯域のプレコーディング行列Ｗ１は、システム帯域幅やコンポーネントキャ
リアを構成する周波数帯域幅におけるプレコーディング行列とすることができる。また、
狭帯域のプレコーディング行列Ｗ２は、広帯域プレコーディング行列が示す周波数帯域幅
と同じかそれよりも狭い帯域幅におけるプレコーディング行列であり、例えば、少なくと
も１つのリソースブロックで構成される帯域幅パート（BW(Bandwidth)パート）やサブバ
ンドにおけるプレコーディング行列とすることができる。
【００５０】
　ここで、ＰＭＩ１は、ロングターム（長区間）のプレコーディング情報とすることもで
きる。また、ＰＭＩ２は、ショートターム（短区間）のプレコーディング情報とすること
もできる。
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【００５１】
　以下では、広帯域のプレコーディング情報ＰＭＩ１および狭帯域のプレコーディング情
報ＰＭＩ２と、ＰＭＩ１が示す広帯域のプレコーディング行列Ｗ１およびＰＭＩ２が示す
狭帯域プレコーディング行列Ｗ２に基づくプレコーディング処理について、より具体的に
説明する。
【００５２】
　まず、好適なプレコーダＦをＦ＝Ａ（ｉ）Ｂ（ｊ）と表現するようにシステム（基地局
装置100と移動局装置200との間で）で取り決めておく。また、Ｗ１およびＷ２は、それぞ
れＡおよびＢとしてコードブック化され、そのインデックスｉおよびｊはＰＭＩ１および
ＰＭＩ２として報告される。
【００５３】
　例えば、Ｗ１およびＷ２は、それぞれ１６種類のＡ（ｉ）およびＢ（ｊ）に規定され、
４ビットのＰＭＩ１およびＰＭＩ２はフィードバック情報として報告される。ここで、Ｆ
はレイヤー数×アンテナポート数のサイズの行列であり、ＡおよびＢは所定のサイズの行
列である。ただし、ここでいう行列とは、ベクトルあるいはスカラーを含む概念である。
ＡおよびＢとしては、例えば以下のようなｉ、ｊを指定することにより一意に決まる任意
の行列を用いることができる。
【００５４】
　（１）Ａ（ｉ）＝Ｗｉ、Ｂ（ｊ）＝Ｖ１＋Ｖ２φｊとする。
【００５５】
　ここで、Ｖ１とＶ２は０と１の要素からなる所定の行列、Ｗｉは所定のコードブックで
指定される行列、φｊは所定のコードブックで指定されるスカラーである。
【００５６】
　（２）Ａ（ｉ）＝Ｗｉ、Ｂ（ｊ）＝Φｊとする。ここで、ＷｉおよびΦｊは所定のコー
ドブックで指定される行列である。
【００５７】
　（３）Ａ（ｉ）＝［Ｗｉ Ｗｉ］、Ｂ（ｊ）＝ Φｊとする。ここで、ＷｉおよびΦｊは
所定のコードブックで指定される行列である。
【００５８】
　（４）Ａ（ｉ）＝Ｋ（Ｕ，Ｗｉ）、Ｂ（ｊ）＝［Ｉ ΦｊＴ］Ｔとする。
【００５９】
　ここで、Ｕは所定の行列、Ｉは単位行列、ＷｉおよびΦｊは所定のコードブックで指定
される行列である。また、Ｋ（Ｘ，Ｙ）は行列Ｘと行列Ｙとのクロネッカー積、ＸＴは行
列Ｘの転置行列を表す演算子である。
【００６０】
　このように、ＰＭＩ１とＰＭＩ２とを用いて表現する好適なプレコーダとは、ＰＭＩ１
が表現するプレコーダとＰＭＩ２が表現するプレコーダとを結合したプレコーダとして表
現することができる。なお、ここではプレコーダの結合として、Ｆ＝Ａ（ｉ）Ｂ（ｊ）と
表現するようにシステムで取り決めておく場合について説明するが、Ｆ＝Ｋ（Ａ（ｉ），
Ｂ（ｊ））と表現するような場合など、その他のプレコーダの結合方法をシステムで取り
決めておいても同様の効果を得ることができる。
【００６１】
　次に、フィードバック情報として、伝搬路状況を示す情報の場合、移動局装置２００は
、基地局装置１００からの基地局装置固有参照信号を用いて、基地局装置１００との伝搬
路状況の情報をフィードバックする。その際、固有値分解や量子化などの様々な方法を用
いて、情報量を削減することもできる。基地局では、フィードバックされた伝搬路状況の
情報を用いて、移動局装置２００に対する制御を行なう。例えば、基地局装置１００では
、フィードバックされた情報に基づいて、移動局装置２００が受信したときの最適な受信
ができるように符号化率および変調方式、レイヤー数、プレコーディング行列を決定でき
、その方法は様々なものを用いることができる。
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【００６２】
　ここで、上りリンクデータ（UL-SCH）とは、例えば、ユーザーデータの送信を示してお
り、ＵＬ－ＳＣＨは、トランスポートチャネルである。ＵＬ－ＳＣＨでは、ＨＡＲＱ、動
的適応無線リンク制御がサポートされ、また、ビームフォーミングを利用可能である。Ｕ
Ｌ－ＳＣＨは、動的なリソース割り当て、および、準静的なリソース割り当てがサポート
される。
【００６３】
　また、上りリンクデータ（UL-SCH）および下りリンクデータ（DL-SCH）には、基地局装
置１００と移動局装置２００の間でやり取りされる無線資源制御信号（以下、「RRCシグ
ナリング：Radio Resource Control Signaling」と呼称する）、ＭＡＣ（Medium Access 
Control）コントロールエレメントなどが含まれていても良い。
【００６４】
　基地局装置１００と移動局装置２００は、ＲＲＣシグナリングを上位層（無線リソース
制御（Radio Resource Control）層）で送受信する。また、基地局装置１００と移動局装
置２００は、ＭＡＣコントロールエレメントを上位層（媒体アクセス制御（MAC：Medium 
Access Control）層）で送受信する。
【００６５】
　ＰＵＣＣＨは、上りリンク制御情報を送信するために使用されるチャネルである。ここ
で上りリンク制御情報とは、例えば、下りリンクの伝搬路状況を示す伝搬路状況情報ＣＳ
Ｉや、下りリンクの伝搬路品質識別子ＣＱＩや、プレコーディングマトリックス識別子Ｐ
ＭＩや、ランク識別子ＲＩや、移動局装置２００が上りリンクデータを送信するためのリ
ソースの割り当てを要求する（UL-SCHでの送信を要求する）スケジューリング要求（SR：
 Scheduling Request）や、ＨＡＲＱにおける制御情報が含まれる。
【００６６】
　［基地局装置１００の構成］
　図２は、本発明の実施形態に係る基地局装置１００の概略構成を示すブロック図である
。基地局装置１００は、データ制御部１０１と、送信データ変調部１０２と、無線部１０
３と、スケジューリング部１０４と、伝搬路推定部１０５と、受信データ復調部１０６と
、データ抽出部１０７と、上位層１０８と、アンテナ１０９と、を含んで構成される。ま
た、無線部１０３、スケジューリング部１０４、伝搬路推定部１０５、受信データ復調部
１０６、データ抽出部１０７、上位層１０８およびアンテナ１０９で受信部を構成し、デ
ータ制御部１０１、送信データ変調部１０２、無線部１０３、スケジューリング部１０４
、上位層１０８およびアンテナ１０９で送信部を構成している。
【００６７】
　アンテナ１０９、無線部１０３、伝搬路推定部１０５、受信データ復調部１０６、デー
タ抽出部１０７で上りリンクの物理層の処理を行なう。アンテナ１０９、無線部１０３、
送信データ変調部１０２、データ制御部１０１で下りリンクの物理層の処理を行なう。
【００６８】
　データ制御部１０１は、スケジューリング部１０４からトランスポートチャネルを受信
する。データ制御部１０１は、トランスポートチャネルと、物理層で生成される信号およ
びチャネルを、スケジューリング部１０４から入力されるスケジューリング情報に基づい
て、物理チャネルにマッピングする。以上のようにマッピングされた各データは、送信デ
ータ変調部１０２へ出力される。
【００６９】
　送信データ変調部１０２は、送信データをＯＦＤＭ信号に変調する。送信データ変調部
１０２は、データ制御部１０１から入力されたデータに対して、スケジューリング部１０
４からのスケジューリング情報や、各ＰＲＢに対応する変調方式および符号化方式に基づ
いて、データ変調、符号化、入力信号の直列／並列変換、ＩＦＦＴ（Inverse Fast Fouri
er Transform：逆高速フーリエ変換）処理、ＣＰ（Cyclic Prefix）挿入、並びに、フィ
ルタリングなどの信号処理を行ない、送信データを生成して、無線部１０３へ出力する。
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【００７０】
　ここで、スケジューリング情報には、下りリンク物理リソースブロックＰＲＢ（Physic
al Resource Block）割り当て情報、例えば、周波数、時間から構成される物理リソース
ブロック位置情報が含まれ、各ＰＲＢに対応する変調方式および符号化率には、例えば、
変調方式：１６ＱＡＭ、符号化率：２／３コーディングレートなどの情報が含まれる。
【００７１】
　無線部１０３は、送信データ変調部１０２から入力された変調データを無線周波数にア
ップコンバートして無線信号を生成し、アンテナ１０９を介して、移動局装置２００に送
信する。また、無線部１０３は、移動局装置２００からの上りリンクの無線信号を、アン
テナ１０９を介して受信し、ベースバンド信号にダウンコンバートして、受信データを伝
搬路推定部１０５と受信データ復調部１０６とに出力する。
【００７２】
　スケジューリング部１０４は、媒体アクセス制御（MAC：Medium Access Control）層の
処理を行なう。スケジューリング部１０４は、論理チャネルとトランスポートチャネルの
マッピング、下りリンクおよび上りリンクのスケジューリング（HARQ処理、トランスポー
トフォーマットの選択など）などを行なう。スケジューリング部１０４は、各物理層の処
理部を統合して制御するため、スケジューリング部１０４と、アンテナ１０９、無線部１
０３、伝搬路推定部１０５、受信データ復調部１０６、データ制御部１０１、送信データ
変調部１０２およびデータ抽出部１０７との間のインターフェースが存在する（ただし、
図示しない）。
【００７３】
　スケジューリング部１０４は、下りリンクのスケジューリングでは、移動局装置２００
から受信したフィードバック情報（上りリンクのフィードバック情報（CSI、CQI、PMI、R
I）や、下りリンクデータに対するACK/NACK情報など）、各移動局装置２００の使用可能
なＰＲＢの情報、バッファ状況、上位層１０８から入力されたスケジューリング情報など
に基づいて、各データを変調するための下りリンクのトランスポートフォーマット（送信
形態、すなわち、物理リソースブロックの割り当ておよび変調方式および符号化方式など
）の選定処理およびＨＡＲＱにおける再送制御および下りリンクに使用されるスケジュー
リング情報の生成を行なう。これら下りリンクのスケジューリングに使用されるスケジュ
ーリング情報は、データ制御部１０１へ出力される。
【００７４】
　また、スケジューリング部１０４は、上りリンクのスケジューリングでは、伝搬路推定
部１０５が出力する上りリンクの測定用の伝搬路状況の推定結果、移動局装置２００から
のリソース割り当て要求、各移動局装置２００の使用可能なＰＲＢの情報、上位層１０８
から入力されたスケジューリング情報などに基づいて、各データを変調するための上りリ
ンクのトランスポートフォーマット（送信形態、すなわち、物理リソースブロックの割り
当ておよび変調方式および符号化方式など）の選定処理および上りリンクのスケジューリ
ングに使用されるスケジューリング情報の生成を行なう。これら上りリンクのスケジュー
リングに使用されるスケジューリング情報は、データ制御部１０１へ出力される。
【００７５】
　また、スケジューリング部１０４は、上位層１０８から入力された下りリンクの論理チ
ャネルをトランスポートチャネルにマッピングし、データ制御部１０１へ出力する。また
、スケジューリング部１０４は、データ抽出部１０７から入力された上りリンクで取得し
た制御データとトランスポートチャネルを、必要に応じて処理した後、上りリンクの論理
チャネルにマッピングし、上位層１０８へ出力する。
【００７６】
　伝搬路推定部１０５は、上りリンクデータの復調のために、上りリンク復調用参照信号
（DMRS：Demodulation Reference Signal、DRS：Dedicated RS）から上りリンクの復調用
の伝搬路状況を推定し、その推定結果を受信データ復調部１０６に出力する。また、上り
リンクのスケジューリングを行なうために、上りリンク測定用参照信号（SRS：Sounding 
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Reference Signal）から上りリンクの測定用（適応制御用）の伝搬路状況を推定し、その
推定結果をスケジューリング部１０４に出力する。
【００７７】
　ここで、上りリンク復調用参照信号は、移動局装置２００によって空間多重されたデー
タ（レイヤー、ランク）毎に独立の参照信号であり、基地局装置１００は空間多重された
データ毎の伝搬路状況を推定する。また、上りリンク測定用参照信号は、移動局装置２０
０のアンテナポート毎に独立の参照信号であり、基地局装置１００はアンテナポート毎の
伝搬路状況を推定する。
【００７８】
　受信データ復調部１０６は、ＤＦＴ－Ｓｐｒｅａｄ－ＯＦＤＭ（SC-FDMA）信号に変調
された受信データを復調するＤＦＴ－Ｓｐｒｅａｄ－ＯＦＤＭ復調部を兼ねている。受信
データ復調部１０６は、伝搬路推定部１０５から入力された上りリンクの伝搬路状況の推
定結果に基づいて、無線部１０３から入力された変調データに対し、ＤＦＴ変換、サブキ
ャリアマッピング、ＩＦＦＴ変換、フィルタリング等の信号処理を行なって、復調処理を
施し、データ抽出部１０７に出力する。
【００７９】
　データ抽出部１０７は、受信データ復調部１０６から入力されたデータに対して、正誤
を確認するとともに、確認結果（肯定信号ACK／否定信号NACK）をスケジューリング部１
０４に出力する。また、データ抽出部１０７は、受信データ復調部１０６から入力された
データからトランスポートチャネルと物理層の制御データとに分離して、スケジューリン
グ部１０４に出力する。分離された制御データには、移動局装置２００から通知された伝
搬路状況情報ＣＳＩや、下りリンクの伝搬路品質識別子ＣＱＩや、プレコーディングマト
リックス識別子ＰＭＩや、ランク識別子ＲＩや、ＨＡＲＱにおける制御情報、スケジュー
リング要求などが含まれている。
【００８０】
　上位層１０８は、パケットデータ統合プロトコル（PDCP：Packet Data Convergence Pr
otocol）層、無線リンク制御（RLC：Radio Link Control）層、無線リソース制御（RRC：
Radio Resource Control）層の処理を行なう。上位層１０８は、下位層の処理部を統合し
て制御するため、上位層１０８と、スケジューリング部１０４、アンテナ１０９、無線部
１０３、伝搬路推定部１０５、受信データ復調部１０６、データ制御部１０１、送信デー
タ変調部１０２およびデータ抽出部１０７との間のインターフェースが存在する（ただし
、図示しない）。
【００８１】
　上位層１０８は、無線リソース制御部１１０（制御部とも呼称する）を有している。ま
た、無線リソース制御部１１０は、各種設定情報の管理、システム情報の管理、ページン
グ制御、各移動局装置２００の通信状態の管理、ハンドオーバーなどの移動管理、移動局
装置２００ごとのバッファ状況の管理、ユニキャストおよびマルチキャストベアラの接続
設定の管理、移動局識別子（UEID）の管理などを行なっている。上位層１０８は、別の基
地局装置１００への情報および上位ノードへの情報の授受を行なう。
【００８２】
　［移動局装置２００の構成］
　図３は、本発明の実施形態に係る移動局装置２００の概略構成を示すブロック図である
。移動局装置２００は、データ制御部２０１と、送信データ変調部２０２と、無線部２０
３と、スケジューリング部２０４と、伝搬路推定部２０５と、受信データ復調部２０６と
、データ抽出部２０７と、上位層２０８、アンテナ２０９と、を含んで構成されている。
また、データ制御部２０１、送信データ変調部２０２、無線部２０３、スケジューリング
部２０４、上位層２０８、アンテナ２０９で送信部を構成し、無線部２０３、スケジュー
リング部２０４、伝搬路推定部２０５、受信データ復調部２０６、データ抽出部２０７、
上位層２０８、アンテナ２０９で受信部を構成している。
【００８３】
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　データ制御部２０１、送信データ変調部２０２、無線部２０３、で上りリンクの物理層
の処理を行なう。無線部２０３、伝搬路推定部２０５、受信データ復調部２０６、データ
抽出部２０７、で下りリンクの物理層の処理を行なう。
【００８４】
　データ制御部２０１は、スケジューリング部２０４からトランスポートチャネルを受信
する。トランスポートチャネルと、物理層で生成される信号およびチャネルを、スケジュ
ーリング部２０４から入力されるスケジューリング情報に基づいて、物理チャネルにマッ
ピングする。このようにマッピングされた各データは、送信データ変調部２０２へ出力さ
れる。
【００８５】
　送信データ変調部２０２は、送信データをＤＦＴ－Ｓｐｒｅａｄ－ＯＦＤＭ（SC-FDMA
）信号に変調する。送信データ変調部２０２は、データ制御部２０１から入力されたデー
タに対し、データ変調、ＤＦＴ（離散フーリエ変換）処理、サブキャリアマッピング、Ｉ
ＦＦＴ（逆高速フーリエ変換）処理、ＣＰ挿入、フィルタリングなどの信号処理を行ない
、送信データを生成して、無線部２０３へ出力する。
【００８６】
　無線部２０３は、送信データ変調部２０２から入力された変調データを無線周波数にア
ップコンバートして無線信号を生成し、アンテナ２０９を介して、基地局装置１００に送
信する。また、無線部２０３は、基地局装置１００からの下りリンクのデータで変調され
た無線信号を、アンテナ２０９を介して受信し、ベースバンド信号にダウンコンバートし
て、受信データを、伝搬路推定部２０５および受信データ復調部２０６に出力する。
【００８７】
　スケジューリング部２０４は、媒体アクセス制御（MAC：Medium Access Control）層の
処理を行なう。スケジューリング部２０４は、論理チャネルとトランスポートチャネルの
マッピング、下りリンクおよび上りリンクのスケジューリング（HARQ処理、トランスポー
トフォーマットの選択など）などを行なう。スケジューリング部２０４は、各物理層の処
理部を統合して制御するため、スケジューリング部２０４と、アンテナ２０９、データ制
御部２０１、送信データ変調部２０２、伝搬路推定部２０５、受信データ復調部２０６、
データ抽出部２０７および無線部２０３との間のインターフェースが存在する（ただし、
図示しない）。
【００８８】
　スケジューリング部２０４は、下りリンクのスケジューリングでは、基地局装置１００
や上位層２０８からのスケジューリング情報（トランスポートフォーマットやHARQ再送情
報）などに基づいて、トランスポートチャネルおよび物理信号および物理チャネルの受信
制御、ＨＡＲＱ再送制御および下りリンクのスケジューリングに使用されるスケジューリ
ング情報の生成を行なう。これら下りリンクのスケジューリングに使用されるスケジュー
リング情報は、データ制御部２０１へ出力される。
【００８９】
　スケジューリング部２０４は、上りリンクのスケジューリングでは、上位層２０８から
入力された上りリンクのバッファ状況、データ抽出部２０７から入力された基地局装置１
００からの上りリンクのスケジューリング情報（トランスポートフォーマットやHARQ再送
情報など）、および、上位層２０８から入力されたスケジューリング情報などに基づいて
、上位層２０８から入力された上りリンクの論理チャネルをトランスポートチャネルにマ
ッピングするためのスケジューリング処理および上りリンクのスケジューリングに使用さ
れるスケジューリング情報の生成を行なう。なお、上りリンクのトランスポートフォーマ
ットについては、基地局装置１００から通知された情報を利用する。これらスケジューリ
ング情報は、データ制御部２０１へ出力される。
【００９０】
　また、スケジューリング部２０４は、上位層２０８から入力された上りリンクの論理チ
ャネルをトランスポートチャネルにマッピングし、データ制御部２０１へ出力する。また
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、スケジューリング部２０４は、伝搬路推定部２０５から入力された下りリンクの伝搬路
状況情報ＣＳＩや、下りリンクの伝搬路品質識別子ＣＱＩ、プレコーディングマトリック
ス識別子ＰＭＩ、ランク識別子ＲＩや、データ抽出部２０７から入力されたＣＲＣチェッ
クの確認結果についても、データ制御部２０１へ出力する。また、スケジューリング部２
０４は、データ抽出部２０７から入力された下りリンクで取得した制御データとトランス
ポートチャネルを、必要に応じて処理した後、下りリンクの論理チャネルにマッピングし
、上位層２０８へ出力する。
【００９１】
　伝搬路推定部２０５は、下りリンクデータの復調のために、下りリンク復調用参照信号
（DMRS、移動局装置固有参照信号、Precoded RS）から下りリンクの復調用の伝搬路状況
を推定し、その推定結果を受信データ復調部２０６に出力する。また、伝搬路推定部２０
５は、基地局装置１００に下りリンクの伝搬路状況の推定結果を通知する（フィードバッ
クする）ために、下りリンク推定用参照信号（CSI-RS）から下りリンクの推定用（フィー
ドバック用）の伝搬路状況を推定し、この推定結果を下りリンクの伝搬路状況情報ＣＳＩ
や、下りリンクの伝搬路品質識別子ＣＱＩや、プレコーディングマトリックス識別子ＰＭ
Ｉや、ランク識別子ＲＩとして、スケジューリング部２０４に出力する。ここで、下りリ
ンク復調用参照信号は、基地局によって空間多重されたデータ（レイヤー、ランク）毎に
独立の参照信号であり、移動局装置２００は空間多重されたデータ毎の伝搬路状況を推定
する。また、下りリンク測定用参照信号は、基地局のアンテナポート毎に独立の参照信号
であり、移動局装置２００は基地局のアンテナポート毎の伝搬路状況を推定する。
【００９２】
　受信データ復調部２０６は、ＯＦＤＭ方式に変調された受信データを復調する。受信デ
ータ復調部２０６は、伝搬路推定部２０５から入力された下りリンクの伝搬路状況推定結
果に基づいて、無線部２０３から入力された変調データに対して、復調処理を施し、デー
タ抽出部２０７に出力する。
【００９３】
　データ抽出部２０７は、受信データ復調部２０６から入力されたデータに対して、ＣＲ
Ｃチェックを行ない、正誤を確認するとともに、確認結果（肯定応答ACK／否定応答NACK
）をスケジューリング部２０４に出力する。また、データ抽出部２０７は、受信データ復
調部２０６から入力されたデータからトランスポートチャネルと物理層の制御データに分
離して、スケジューリング部２０４に出力する。分離された制御データには、下りリンク
または上りリンクのリソース割り当てや上りリンクのＨＡＲＱ制御情報などのスケジュー
リング情報が含まれている。
【００９４】
　上位層２０８は、パケットデータ統合プロトコル（PDCP：Packet Data Convergence Pr
otocol）層、無線リンク制御（RLC：Radio Link Control）層、無線リソース制御（RRC：
Radio Resource Control）層の処理を行なう。上位層２０８は、下位層の処理部を統合し
て制御するため、上位層２０８と、スケジューリング部２０４、アンテナ２０９、データ
制御部２０１、送信データ変調部２０２、伝搬路推定部２０５、受信データ復調部２０６
、データ抽出部２０７および無線部２０３との間のインターフェースが存在する（ただし
、図示しない）。
【００９５】
　上位層２０８は、無線リソース制御部２１０（制御部とも言う）を有している。無線リ
ソース制御部２１０は、各種設定情報の管理、システム情報の管理、ページング制御、自
局の通信状態の管理、ハンドオーバーなどの移動管理、バッファ状況の管理、ユニキャス
トおよびマルチキャストベアラの接続設定の管理、移動局識別子（UEID）の管理を行なう
。
【００９６】
　（第１の実施形態）
　次に、基地局装置１００および移動局装置２００を用いた移動通信システムにおける第
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１の実施形態を説明する。第１の実施形態では、基地局装置１００は、ある特定の下りリ
ンクコンポーネントキャリアを移動局装置２００へ設定し、移動局装置２００は、基地局
装置１００によってある特定の下りリンクコンポーネントキャリアにおけるＰＤＳＣＨの
みがスケジュールされた場合には、上りリンク制御情報に対する第１の配置方法（マッピ
ング方法、多重方法、並び替え方法、インタリーブ方法）を選択し、基地局装置１００に
よってある特定の下りリンクコンポーネントキャリア以外の下りリンクコンポーネントキ
ャリアにおけるＰＤＳＣＨが少なくとも１つはスケジュールされた場合には、上りリンク
制御情報に対する第２の配置方法（マッピング方法、多重方法、並び替え方法、インタリ
ーブ方法）を選択する。
【００９７】
　すなわち、移動局装置２００は、基地局装置１００によるＰＤＳＣＨのスケジューリン
グに応じて、上りリンク制御情報に対する配置方法を切り替える（選択する）。また、基
地局装置１００は、移動局装置２００に対するＰＤＳＣＨのスケジューリングに応じて、
移動局装置２００によって切り替えられた配置方法で配置された上りリンク制御情報を移
動局装置２００から受信する。
【００９８】
　図４は、本実施形態に係る上りリンクにおけるリソース構成を示す図である。図４にお
いて、それぞれの横軸は時間を、縦軸は周波数を表している。
【００９９】
　図４に示す通り、上りリンクのリソースは、主に制御情報を送信するために利用される
物理上りリンク制御チャネル（PUCCH）と、各移動局装置２００が主にデータを送信する
ための物理上りリンク共用チャネル（PUSCH）を持ち、それぞれは、リソースブロック（R
B）と呼ばれる分割単位の集合として表現される。
【０１００】
　周波数方向におけるリソースブロック数は、システムの帯域幅に依存している。また、
時間方向については、１リソースブロックが占める時間単位を１スロットとよび、これを
２つ合わせたものは１サブフレームと呼称される。ＰＵＳＣＨは、２個のスロットをペア
にしたリソースブロック単位で、移動局装置２００に割り当てられる。また、図４には、
ＰＵＳＣＨの１リソースブロック内における構成が示されている。すなわち、図４には、
ＰＵＳＣＨの１リソースブロックを拡大した図が示されている。
【０１０１】
　例えば、１リソースブロックは、７個のＳＣ－ＦＤＭＡシンボル（1スロットに相当）
、周波数方向に１２サブキャリアから構成され、１ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルと、１サブキ
ャリアで構成される最小のリソースの単位をリソースエレメント（RE）と呼ぶ。リソース
エレメントに配置された変調シンボルは、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル単位でＦＦＴ（Fast F
ourier Transformation）などの処理により時間領域の信号に変換された後、移動局装置
２００から基地局装置１００へ送信される。ＰＵＳＣＨには、復調時における伝搬路推定
用途のＤＲＳが、３番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに配置される。
【０１０２】
　本実施形態では、周波数帯域は、帯域幅（Hz）で定義されているが、周波数と時間で構
成されるリソースブロック（RB）の数で定義されても良い。すなわち、帯域幅は、リソー
スブロックの数によって定義されても良い。また、帯域幅やリソースブロックの数は、サ
ブキャリアの数によって定義することもできる。
【０１０３】
　本実施形態におけるコンポーネントキャリアとは、広帯域な周波数帯域（システム帯域
でも良い）を持った移動通信システムにおいて、基地局装置１００と移動局装置２００が
通信を行なう際に複合的に使用する（狭帯域な）周波数帯域を示している。基地局装置１
００と移動局装置２００は、複数のコンポーネントキャリア（例えば、２０ＭＨｚの帯域
幅を持った５つの周波数帯域）を集約することによって、広帯域な周波数帯域（例えば、
100MHzの帯域幅を持った周波数帯域）を構成し、これら複数のコンポーネントキャリアを
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複合的に使用することによって、高速なデータ通信を実現することができる。
【０１０４】
　コンポーネントキャリアとは、この広帯域な周波数帯域（例えば、100MHzの帯域幅を持
った周波数帯域）を構成する（狭帯域な）周波数帯域（例えば、20MHzの帯域幅を持った
周波数帯域）それぞれのことを示している。また、コンポーネントキャリアとは、この（
狭帯域な）周波数帯域それぞれの（中心）キャリア周波数を示していても良い。すなわち
、下りリンクコンポーネントキャリアは、基地局装置１００と移動局装置２００が、下り
リンクの情報を送受信する際に使用可能な周波数帯域の中の一部の帯域（幅）を有し、上
りリンクコンポーネントキャリアは、基地局装置１００と移動局装置２００が、上りリン
クの情報を送受信する際に使用可能な周波数帯域の中の一部の帯域（幅）を有している。
さらに、コンポーネントキャリアは、ある特定の物理チャネル（例えば、PDCCH、PUCCHな
ど）が構成される単位として定義されてもよい。
【０１０５】
　また、コンポーネントキャリアは、連続な周波数帯域に配置されていても、不連続な周
波数帯域に配置されていてもよく、基地局装置１００と移動局装置２００は、連続および
／または不連続な周波数帯域である複数のコンポーネントキャリアを集約することによっ
て、広帯域な周波数帯域を構成し、これら複数のコンポーネントキャリアを複合的に使用
することによって、高速なデータ通信を実現することができる。
【０１０６】
　さらに、コンポーネントキャリアによって構成される下りリンクの通信に使用される周
波数帯域と上りリンクの通信に使用される周波数帯域は、同じ帯域幅である必要はなく、
基地局装置１００と移動局装置２００は、コンポーネントキャリアによって構成される異
なる帯域幅を持った下りリンクの周波数帯域、上りリンクの周波数帯域を複合的に使用し
て通信を行なうことができる（上述した非対称周波数帯域集約：Asymmetric carrier agg
regation）。
【０１０７】
　図５は、第１の実施形態が適用可能な移動通信システムの例を示す図である。第１の実
施形態は、対称周波数帯域集約および非対称周波数帯域集約されたいずれの移動通信シス
テムにでも適用可能である。また、以下の説明は、例として、拡大された一部のコンポー
ネントキャリアについてのみを記載するが、全てのコンポーネントキャリアにおいて同様
の実施形態が適用できることは勿論である。
【０１０８】
　図５は、第１の実施形態を説明する例として、３つの下りリンクコンポーネントキャリ
ア（DCC1、DCC2、DCC3）を示している。また、３つの上りリンクコンポーネントキャリア
（UCC1、UCC2、UCC3）を示している。図５において、基地局装置１００は、下りリンクコ
ンポーネントキャリアにおける（1つまたは複数の）ＰＤＣＣＨを使用して、同一サブフ
レームで、（1つまたは複数の）ＰＤＳＣＨを割り当てる（スケジュールする）ことがで
きる。
【０１０９】
　ここで、基地局装置１００は、ＰＤＣＣＨが配置されたコンポーネントキャリアと同一
のコンポーネントキャリアにおけるＰＤＳＣＨを割り当てることができる。図５では、例
として、基地局装置１００が、ＤＣＣ１におけるＰＤＣＣＨ３０１（斜線で示されるPDCC
H）を使用して、ＤＣＣ１におけるＰＤＳＣＨを割り当てていることが、実線で示された
割り当て３１１で示されている。また、基地局装置１００が、ＤＣＣ２におけるＰＤＣＣ
Ｈ３０２（格子線で示されるPDCCH）を使用して、ＤＣＣ２におけるＰＤＳＣＨを割り当
てていることが、実線で示された割り当て３１２で示されている。また、基地局装置１０
０が、ＤＣＣ３におけるＰＤＣＣＨ３０３（網線で示されるPDCCH）を使用して、ＤＣＣ
３におけるＰＤＳＣＨを割り当てていることが、実線で示された割り当て３１３で示され
ている。
【０１１０】
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　また、基地局装置１００は、ＰＤＣＣＨが配置されたコンポーネントキャリアと同一、
または、異なるコンポーネントキャリアにおけるＰＤＳＣＨを割り当てることができる。
例えば、基地局装置１００は、ＰＤＣＣＨにコンポーネントキャリア指示フィールド（CI
F：Component carrier Indicator Field、例えば、3ビットで表される情報フィールド）
を含めて移動局装置２００へ送信することによって、ＰＤＣＣＨが配置されたコンポーネ
ントキャリアと同一、または、異なるコンポーネントキャリアにおけるＰＤＳＣＨを割り
当てることができる。
【０１１１】
　すなわち、基地局装置１００は、ＰＤＣＣＨを使用して割り当てるＰＤＳＣＨが配置さ
れるコンポーネントキャリアを指示するコンポーネントキャリア指示フィールドを、ＰＤ
ＣＣＨに含めて送信し、ＰＤＣＣＨが配置されたコンポーネントキャリアと同一、または
、異なるコンポーネントキャリアにおけるＰＤＳＣＨを移動局装置２００へ割り当てるこ
とができる。
【０１１２】
　ここで、基地局装置１００から送信されるＰＤＣＣＨに含まれるコンポーネントキャリ
ア指示フィールドが、どの値を示している場合に、どのコンポーネントキャリアにおける
ＰＤＳＣＨを割り当てているのかは予め規定され、基地局装置１００と移動局装置２００
の間で既知の情報とする。
【０１１３】
　例えば、基地局装置１００は、ある特定の値を示す（例えば、3ビットで表される情報
フィールドが“000”を示す）コンポーネントキャリア指示フィールドをＰＤＣＣＨに含
めて移動局装置２００へ送信することによって、ＰＤＣＣＨが配置されたコンポーネント
キャリアと同一のコンポーネントキャリアにおけるＰＤＳＣＨを移動局装置２００へ割り
当てることができる。また、基地局装置１００は、ある特定の値以外を示す（例えば、3
ビットで表される情報フィールドが“000”以外を示す）コンポーネントキャリア指示フ
ィールドをＰＤＣＣＨに含めて送信することによって、ＰＤＣＣＨが配置されたコンポー
ネントキャリアとは異なるコンポーネントキャリアにおけるＰＤＳＣＨを移動局装置２０
０へ割り当てることができる。
【０１１４】
　図５では、例として、基地局装置１００が、ＤＣＣ１におけるＰＤＣＣＨ３０１（斜線
で示されるPDCCH）を使用して、ＤＣＣ２におけるＰＤＳＣＨを割り当てていることが、
点線で示された割り当て３２１で示されている。また、基地局装置１００が、ＤＣＣ２に
おけるＰＤＣＣＨ３０２（格子線で示されるPDCCH）を使用して、ＤＣＣ１におけるＰＤ
ＳＣＨを割り当てていることが、点線で示された割り当て３２２で示されている。また、
基地局装置１００が、ＤＣＣ３におけるコンポーネントキャリア指示フィールドを含んだ
ＰＤＣＣＨ３０３（網線で示されるPDCCH）を使用して、ＤＣＣ３におけるＰＤＳＣＨを
割り当てていることが、点線で示された割り当て３２３で示されている。
【０１１５】
　さらに、基地局装置１００は、ＰＤＣＣＨにコンポーネントキャリア指示フィールドを
含めるかどうかを示す情報を、移動局装置２００毎に設定することができる。例えば、基
地局装置１００は、ＰＤＣＣＨにコンポーネントキャリア指示フィールドを含めるかどう
かを示す情報を、ＲＲＣシグナリングに含めて移動局装置２００へ設定することができる
。また、基地局装置１００は、ＰＤＣＣＨにコンポーネントキャリア指示フィールドを含
めるかどうかを示す情報を、コンポーネントキャリア毎に設定することができる。例えば
、基地局装置１００は、ＰＤＣＣＨにコンポーネントキャリア指示フィールドを含めるか
どうかを示す情報を、コンポーネントキャリア毎に、ＲＲＣシグナリングに含めて移動局
装置２００へ設定することができる。
【０１１６】
　図５において、基地局装置１００は、ＰＤＣＣＨによって割り当てたＰＤＳＣＨを使用
して、下りリンクトランスポートブロックを移動局装置２００へ送信する（PDSCHを送信



(21) JP 4959030 B2 2012.6.20

10

20

30

40

50

するとも言える）。例えば、基地局装置１００は、ＤＣＣ１、ＤＣＣ２、ＤＣＣ３におけ
るＰＤＣＣＨそれぞれで割り当てたＰＤＳＣＨを使用して、同一サブフレームで、（最大
3つまでの）下りリンクトランスポートブロックを移動局装置２００へ送信することがで
きる。
【０１１７】
　また、図５において、基地局装置１００は、移動局装置２００に対して、ある特定の下
りリンクコンポーネントキャリアを設定することができる。例えば、基地局装置１００は
、報知情報（broadcast information、例えば、SIB：System Information Block）を使用
して、ある特定の下りリンクコンポーネントキャリアを移動局装置２００へ設定すること
ができる。例えば、基地局装置１００は、報知情報を使用して、セル固有（cell-specifi
c）に、ある特定の下りリンクコンポーネントキャリアを移動局装置２００へ設定するこ
とができる。
【０１１８】
　また、例えば、基地局装置１００は、ＲＲＣシグナリングを使用して、ある特定の下り
リンクコンポーネントキャリアを移動局装置２００へ設定することができる。例えば、基
地局装置１００は、ＲＲＣシグナリングを使用して、ある特定の下りリンクコンポーネン
トキャリアを、移動局装置固有（UE-specifically）に、移動局装置２００に対して設定
することができる。また、例えば、基地局装置１００は、ＲＲＣシグナリングを使用して
、ある特定の下りリンクコンポーネントキャリアを、準静的（semistatically）に、移動
局装置２００に対して設定することができる。
【０１１９】
　さらに、図５において、基地局装置１００は、移動局装置２００に対して、下りリンク
コンポーネントキャリアと上りリンクのコンポーネントキャリアの対応（リンク、リンキ
ング）を設定することができる。例えば、基地局装置１００は、下りリンクコンポーネン
トキャリアそれぞれで報知する報知情報（broadcast information、例えば、SIB：System
 Information Block）を使用して、下りリンクコンポーネントキャリアと上りリンクのコ
ンポーネントキャリアの対応を、移動局装置２００へ設定することができる。例えば、基
地局装置１００は、下りリンクコンポーネントキャリアそれぞれで報知する報知情報を使
用して、セル固有に、下りリンクコンポーネントキャリアと上りリンクのコンポーネント
キャリアの対応を、移動局装置２００へ設定することができる。
【０１２０】
　また、例えば、基地局装置１００は、ＲＲＣシグナリングを使用して、下りリンクコン
ポーネントキャリアと上りリンクのコンポーネントキャリアの対応を、移動局装置２００
へ設定することができる。例えば、基地局装置１００は、ＲＲＣシグナリングを使用して
、移動局装置２００固有に、下りリンクコンポーネントキャリアと上りリンクのコンポー
ネントキャリアの対応を、移動局装置２００へ設定することができる。また、例えば、基
地局装置１００は、ＲＲＣシグナリングを使用して、準静的に、下りリンクコンポーネン
トキャリアと上りリンクのコンポーネントキャリアの対応を、移動局装置２００へ設定す
ることができる。
【０１２１】
　すなわち、基地局装置１００は、報知情報を使用して、ある特定の下りリンクコンポー
ネントキャリアとある特定の上りリンクのコンポーネントキャリアの対応を、移動局装置
２００へ設定する。また、基地局装置１００は、報知情報を使用して、セル固有に、ある
特定の下りリンクコンポーネントキャリアとある特定の上りリンクのコンポーネントキャ
リアの対応を、移動局装置２００へ設定する。
【０１２２】
　さらに、基地局装置１００は、ＲＲＣシグナリングを使用して、ある特定の下りリンク
コンポーネントキャリアとある特定の上りリンクのコンポーネントキャリアの対応を、移
動局装置２００へ設定する。また、基地局装置１００は、ＲＲＣシグナリングを使用して
、移動局装置２００固有に、ある特定の下りリンクコンポーネントキャリアとある特定の
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上りリンクのコンポーネントキャリアの対応を、移動局装置２００へ設定する。また、基
地局装置１００は、ＲＲＣシグナリングを使用して、準静的に、ある特定の下りリンクコ
ンポーネントキャリアとある特定の上りリンクのコンポーネントキャリアの対応を、移動
局装置２００へ設定する。
【０１２３】
　すなわち、基地局装置１００は、移動局装置２００に対して、ある特定の上りリンクコ
ンポーネントキャリアを、ある特定の下りリンクコンポーネントキャリアに対応する上り
リンクコンポーネントキャリアとして設定することができる。すなわち、基地局装置１０
０は、ある特定の下りリンクコンポーネントキャリアを移動局装置２００に対して設定し
、移動局装置２００は、ある特定の下りリンクコンポーネントキャリアに対応する上りリ
ンクコンポーネントキャリアを、ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアとして認
識することができる。
【０１２４】
　例えば、図５において、基地局装置１００は、リンク３３１で示すように、ＤＣＣ１と
ＵＣＣ３を対応させることができる。また、基地局装置１００は、リンク３３２で示すよ
うに、ＤＣＣ２とＵＣＣ１を対応させることができる。また、基地局装置１００は、リン
ク３３３で示すように、ＤＣＣ３とＵＣＣ２を対応させることができる。
【０１２５】
　以下、基地局装置１００によって設定される、ある特定の下りリンクコンポーネントキ
ャリアを、プライマリ下りリンクコンポーネントキャリア（PDCC：Primary Downlink Com
ponent Carrier）とも呼称する。また、基地局装置１００によって設定される、ある特定
の下りリンクコンポーネントキャリア以外の下りリンクコンポーネントキャリアを、セカ
ンダリ下りリンクコンポーネントキャリア（SDCC：Secondary Downlink Component Carri
er）とも呼称する。
【０１２６】
　また、ある特定の下りリンクコンポーネントキャリアに対応する上りリンクコンポーネ
ントキャリアとして移動局装置２００によって認識される、ある特定の上りリンクのコン
ポーネントキャリアを、プライマリ上りリンクコンポーネントキャリア（PUCC：Primary 
Uplink Component Carrier）とも呼称する。また、ある特定の上りリンクコンポーネント
キャリア以外の上りリンクコンポーネントキャリアを、セカンダリ上りリンクコンポーネ
ントキャリア（SUCC：Secondary Uplink Component Carrier）とも呼称する。
【０１２７】
　例えば、図５において、基地局装置１００が、移動局装置２００に対して、ＤＣＣ１を
ＰＤＣＣとして設定する場合、移動局装置２００は、ＵＣＣ３をＰＵＣＣとして認識し、
ＵＣＣ１およびＵＣＣ２をＳＵＣＣとして認識する。また、基地局装置１００が、移動局
装置２００に対して、ＤＣＣ２をＰＤＣＣとして設定する場合、移動局装置２００は、Ｕ
ＣＣ１をＰＵＣＣとして認識し、ＵＣＣ２およびＵＣＣ３をＳＵＣＣとして認識する。ま
た、基地局装置１００が、移動局装置２００に対して、ＤＣＣ３をＰＤＣＣとして設定す
る場合、移動局装置２００は、ＵＣＣ２をＰＵＣＣとして認識し、ＵＣＣ１およびＵＣＣ
３をＳＵＣＣとして認識する。
【０１２８】
　以下の例では、簡単のために、基地局装置１００が、移動局装置２００に対して、ＤＣ
Ｃ２をＰＤＣＣとして、ＤＣＣ２に対応するＵＣＣ１をＰＵＣＣとして設定した場合につ
いて説明する。
【０１２９】
　図５において、移動局装置２００は、基地局装置１００から送信されたＰＤＣＣＨ（上
りリンク送信許可信号とも言える）によって割り当てられた（スケジュールされた）ＰＵ
ＳＣＨを使用して、上りリンクトランスポートブロック（UL-SCH）を基地局装置１００へ
送信する。すなわち、移動局装置２００は、基地局装置１００から送信されたＰＤＣＣＨ
に含まれるＰＵＳＣＨに対するリソース割当て情報に従って、割り当てられたリソースに
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上りリンクトランスポートブロック（UL-SCH）を配置して基地局装置１００へ送信する。
例えば、移動局装置２００は、ＵＣＣ１、ＵＣＣ２、ＵＣＣ３におけるＰＵＳＣＨを使用
して、同一サブフレームで、（最大3つまでの）上りリンクトランスポートブロック（UL-
SCH）を基地局装置１００へ送信することができる。
【０１３０】
　また、移動局装置２００は、ＰＵＣＣＨを使用して上りリンク制御情報を基地局装置１
００へ送信する。すなわち、移動局装置２００は、基地局装置１００によってＰＤＣＣと
して設定されたＤＣＣ２に対応するＵＣＣ１（PUCC）におけるＰＵＣＣＨを使用して、上
りリンク制御情報を基地局装置１００へ送信する。
【０１３１】
　さらに、移動局装置２００は、基地局装置１００によってＰＵＳＣＨが割り当てられた
（スケジュールされた）場合には、上りリンク制御情報をＰＵＳＣＨに配置して基地局装
置１００へ送信する。例えば、移動局装置２００は、基地局装置１００によってＵＣＣ１
におけるＰＵＳＣＨがスケジュールされた場合には、上りリンク制御情報をＵＣＣ１にお
けるＰＵＳＣＨに配置して基地局装置１００へ送信する。同様に、移動局装置２００は、
基地局装置１００によってＵＣＣ２におけるＰＵＳＣＨがスケジュールされた場合には、
上りリンク制御情報をＵＣＣ２におけるＰＵＳＣＨに配置して基地局装置１００へ送信す
る。同様に、移動局装置２００は、基地局装置１００によってＵＣＣ３におけるＰＵＳＣ
Ｈがスケジュールされた場合には、上りリンク制御情報をＵＣＣ３におけるＰＵＳＣＨに
配置して基地局装置１００へ送信する。
【０１３２】
　図５では、基地局装置１００が、移動局装置２００に対して、ＵＣＣ３におけるＰＵＳ
ＣＨ３４１をスケジュールし、移動局装置２００が、上りリンク制御情報をＵＣＣ３にお
けるＰＵＳＣＨ３４１に配置して基地局装置１００へ送信していることを示している。
【０１３３】
　ここで、移動局装置２００は、基地局装置１００によって複数のＰＵＳＣＨが同一サブ
フレームでスケジュールされた場合には、上りリンク制御情報を複数のＰＵＳＣＨのいず
れかに配置して基地局装置１００へ送信する。例えば、移動局装置２００は、基地局装置
１００によって複数のＰＵＳＣＨが同一サブフレームでスケジュールされた場合には、上
りリンク制御情報をＰＵＣＣにおけるＰＵＳＣＨに配置して基地局装置１００へ送信する
ことができる。例えば、移動局装置２００は、基地局装置１００によってＵＣＣ１、ＵＣ
Ｃ２、ＵＣＣ３におけるＰＵＳＣＨが同一サブフレームでスケジュールされた場合には、
上りリンク制御情報をＵＣＣ１におけるＰＵＳＣＨに配置して基地局装置１００へ送信す
ることができる。
【０１３４】
　また、移動局装置２００は、上りリンク制御情報をＰＵＳＣＨに配置して基地局装置１
００へ送信する際に、上りリンク制御情報とＵＬ－ＳＣＨを共にＰＵＳＣＨに配置して基
地局装置１００へ送信することができる。
【０１３５】
　例えば、移動局装置２００は、基地局装置１００によってスケジュールされたＰＵＳＣ
Ｈに、ＨＡＲＱにおける制御情報とＵＬ－ＳＣＨを共に配置して基地局装置１００へ送信
することができる。すなわち、移動局装置２００は、基地局装置１００によってスケジュ
ールされたＰＵＳＣＨに、複数の下りリンクコンポーネントキャリアを使用して同一サブ
フレームで送信された複数の下りリンクトランスポートブロック（PDSCHでも良い）に対
するＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報と、ＵＬ－ＳＣＨを共に配置して基地局装置１００へ送
信することができる。
【０１３６】
　また、例えば、移動局装置２００は、基地局装置１００によってスケジュールされたＰ
ＵＳＣＨに、フィードバック情報とＵＬ－ＳＣＨを共に配置して基地局装置１００へ送信
する。例えば、移動局装置２００は、基地局装置１００によってスケジュールされたＰＵ



(24) JP 4959030 B2 2012.6.20

10

20

30

40

50

ＳＣＨに、ＲＩ、ＣＱＩ、ＰＭＩの全てまたは一部と、ＵＬ－ＳＣＨを共に配置して基地
局装置１００へ送信することができる。
【０１３７】
　ここで、移動局装置２００は、基地局装置１００によるＰＤＳＣＨのスケジューリング
に応じて、上りリンク制御情報に対する配置方法を切り替えることができる（選択するこ
とができる）。
【０１３８】
　ここで、移動局装置２００による上りリンク制御情報の配置方法とは、移動局装置２０
０が、上りリンク制御情報をＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに配置する際の配置方法を示してい
る。すなわち、移動局装置２００は、基地局装置１００によってＰＵＳＣＨがスケジュー
ルされた場合、上りリンク制御情報をＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに配置し、ＳＣ－ＦＤＭＡ
シンボル毎にＤＦＴ処理を施して、周波数領域の信号に変換した後、基地局装置１００に
スケジュールされたＰＵＳＣＨに配置する。
【０１３９】
　さらに、ＰＵＳＣＨは、規定されたＦＦＴポイント数（例えば、2048）によってＩＦＦ
Ｔ処理が施され、時間領域の信号に変換された後、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル毎にサイクリ
ックプレフィックス（ガードインターバル）が付加され、ＳＣ－ＦＤＭＡ信号として基地
局装置１００へ送信される。
【０１４０】
　より詳細には、移動局装置２００は、基地局装置１００によってスケジュールされたＰ
ＵＳＣＨ（時間領域および周波数領域から成るPUSCHリソース）の大きさと同等の大きさ
の行列を定義し、定義した行列内に、上りリンク制御情報を配置する。
【０１４１】
　移動局装置２００は、この行列に対してＤＦＴ処理を施して、周波数領域の信号に変換
した後に、基地局装置１００にスケジュールされたＰＵＳＣＨに、ＤＦＴ後の情報を配置
する。移動局装置２００による上りリンク制御情報の配置方法とは、移動局装置２００が
、定義した行列内に、上りリンク制御情報を配置する際の方法を示している。
【０１４２】
　ここで、移動局装置２００が、基地局装置１００によるＰＤＳＣＨのスケジューリング
に応じて切り替える配置方法の詳細に関しては後述する。以下、移動局装置２００によっ
て切り替えられる配置方法を第１の配置方法、第２の配置方法とも記載する。
【０１４３】
　ここで、上りリンク制御情報の配置とは、ＤＦＴ処理を施す前の信号の配置であり、多
重処理や並び替え処理（インタリーブ処理）を行ない、結果として、配置される場合も含
まれる。例えば、ＣＱＩおよび／またはＰＭＩとＵＬ－ＳＣＨが多重処理されることも、
配置処理（配置方法）とすることができる。また、ＲＩやＨＡＲＱにおける制御情報とＵ
Ｌ－ＳＣＨが並び替え処理されることも、配置処理（配置方法）とすることができる。
【０１４４】
　図５において、移動局装置２００は、基地局装置１００によるＰＤＳＣＨのスケジュー
リングに応じて、上りリンク制御情報に対する配置方法を切り替える。
【０１４５】
　移動局装置２００は、基地局装置１００によって送信されたＰＤＳＣＨ（下りリンクト
ランスポートブロックでも良い）に対するＨＡＲＱにおける制御情報を送信する際に、基
地局装置１００によってＰＵＳＣＨがスケジュールされている場合には、ＨＡＲＱにおけ
る制御情報をＰＵＳＣＨに配置して基地局装置１００へ送信する。
【０１４６】
　また、移動局装置２００は、ＨＡＲＱにおける制御情報とＵＬ－ＳＣＨを共に、基地局
装置１００によってスケジュールされたＰＵＳＣＨに配置して基地局装置１００へ送信す
ることができる。また、移動局装置２００は、ＨＡＲＱにおける制御情報とフィードバッ
ク情報を共に、基地局装置１００によってスケジュールされたＰＵＳＣＨに配置して基地
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局装置１００へ送信することができる。すなわち、移動局装置２００が、ＨＡＲＱにおけ
る制御情報とフィードバック情報とＵＬ－ＳＣＨを共に、基地局装置１００によってスケ
ジュールされたＰＵＳＣＨに配置して基地局装置１００へ送信することができる。
【０１４７】
　ここで、移動局装置２００は、基地局装置１００によってＰＤＣＣとして設定された下
りリンクコンポーネントキャリアにおけるＰＤＳＣＨがスケジュールされた場合には、上
りリンク制御情報を第１の配置方法を使用して配置する。すなわち、移動局装置２００は
、基地局装置１００によってＰＤＣＣとして設定された下りリンクコンポーネントキャリ
アにおけるＰＤＳＣＨのみがスケジュールされた場合には、上りリンク制御情報を第１の
配置方法を使用して配置する。
【０１４８】
　すなわち、後述するように、移動局装置２００は、基地局装置１００によってＰＤＣＣ
として設定された下りリンクコンポーネントキャリアにおけるＰＤＳＣＨを含む複数のＰ
ＤＳＣＨがスケジュールされた場合には、上りリンク制御情報を第２の配置方法を使用し
て配置する。
【０１４９】
　例えば、図５において、移動局装置２００は、基地局装置１００によってＰＤＣＣとし
て設定されたＤＣＣ２におけるＰＤＳＣＨのみがスケジュールされた場合には、上りリン
ク制御情報を第１の配置方法を使用して配置する。例えば、移動局装置２００は、基地局
装置１００によってＤＣＣ２におけるＰＤＣＣＨを使用してＤＣＣ２におけるＰＤＳＣＨ
がスケジュールされた場合には、上りリンク制御情報を第１の配置方法を使用して配置す
る。すなわち、移動局装置２００は、基地局装置１００が、ＰＤＣＣにおいてＰＤＣＣＨ
を使用してＰＤＳＣＨをスケジュールした場合には、上りリンク制御情報を第１の配置方
法を使用して配置する。
【０１５０】
　また、例えば、移動局装置２００は、基地局装置１００によってＤＣＣ１またはＤＣＣ
３におけるＰＤＣＣＨを使用してＤＣＣ２におけるＰＤＳＣＨがスケジュールされた場合
には、上りリンク制御情報を第１の配置方法を使用して配置する。すなわち、移動局装置
２００は、基地局装置１００が、ＳＤＣＣにおけるＰＤＣＣＨを使用してＰＤＣＣにおけ
るＰＤＳＣＨをスケジュールした場合には、上りリンク制御情報を第１の配置方法を使用
して配置する。
【０１５１】
　図５において、移動局装置２００は、基地局装置１００によってＰＤＣＣとして設定さ
れた下りリンクコンポーネントキャリアにおけるＰＤＳＣＨがスケジュールされた場合に
は、上りリンク制御情報を第１の配置方法を使用して配置し、基地局装置１００によって
スケジュールされたＰＵＳＣＨを使用して基地局装置１００へ送信することができる。
【０１５２】
　すなわち、移動局装置２００は、基地局装置１００によってＰＤＣＣとして設定された
下りリンクコンポーネントキャリアにおけるＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱにおける制御情
報（PDSCHを使用して送信された下りリンクトランスポートブロックに対するHARQにおけ
る制御情報でも良い）を、基地局装置１００によってスケジュールされたＰＵＳＣＨを使
用して基地局装置１００へ送信する。以下、基地局装置１００によってＰＤＣＣとして設
定された下りリンクコンポーネントキャリアにおけるＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱにおけ
る制御情報を、第１のＨＡＲＱにおける制御情報とも呼称する。
【０１５３】
　図５において、移動局装置２００は、第１のＨＡＲＱにおける制御情報とＵＬ－ＳＣＨ
を共に、基地局装置１００によってスケジュールされたＰＵＳＣＨを使用して基地局装置
１００へ送信することができる。また、移動局装置２００は、第１のＨＡＲＱにおける制
御情報とフィードバック情報を共に、基地局装置１００によってスケジュールされたＰＵ
ＳＣＨを使用して基地局装置１００へ送信することができる。すなわち、移動局装置２０
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０は、第１のＨＡＲＱにおける制御情報とフィードバック情報とＵＬ－ＳＣＨを共に、基
地局装置１００によってスケジュールされたＰＵＳＣＨに配置して基地局装置１００へ送
信する。
【０１５４】
　また、図５において、移動局装置２００は、基地局装置１００によってＰＤＣＣとして
設定された下りリンクコンポーネントキャリア以外の下りリンクコンポーネントキャリア
におけるＰＤＳＣＨがスケジュールされた場合には、上りリンク制御情報を第２の配置方
法を使用して配置する。すなわち、移動局装置２００は、基地局装置１００によってＳＤ
ＣＣとして設定された下りリンクコンポーネントキャリアにおけるＰＤＳＣＨがスケジュ
ールされた場合には、上りリンク制御情報を第２の配置方法を使用して配置する。
【０１５５】
　さらに、図５において、移動局装置２００は、複数のＰＤＳＣＨがスケジュールされた
場合には、上りリンク制御情報を第２の配置方法を使用して配置する。すなわち、移動局
装置２００は、基地局装置１００によってＰＤＣＣとして設定された下りリンクコンポー
ネントキャリアにおけるＰＤＳＣＨを含む複数のＰＤＳＣＨがスケジュールされた場合に
は、上りリンク制御情報を第２の配置方法を使用して配置する。すなわち、移動局装置２
００は、基地局装置１００によってＳＤＣＣとして設定された下りリンクコンポーネント
キャリアにおけるＰＤＳＣＨが少なくとも１つはスケジュールされた場合には、上りリン
ク制御情報を第２の配置方法を使用して配置する。
【０１５６】
　例えば、図５において、移動局装置２００は、基地局装置１００によってＳＤＣＣとし
て設定されたＤＣＣ１および／またはＤＣＣ３におけるＰＤＳＣＨがスケジュールされた
場合には、上りリンク制御情報を第２の配置方法を使用して配置する。例えば、移動局装
置２００は、基地局装置１００によってＤＣＣ１および／またはＤＣＣ３におけるＰＤＣ
ＣＨを使用してＤＣＣ１および／またはＤＣＣ３におけるＰＤＳＣＨがスケジュールされ
た場合には、上りリンク制御情報を第２の配置方法を使用して配置する。すなわち、移動
局装置２００は、基地局装置１００が、ＳＤＣＣにおいて、ＰＤＣＣＨを使用してＰＤＳ
ＣＨをスケジュールした場合には、上りリンク制御情報を第２の配置方法を使用して配置
する。
【０１５７】
　また、例えば、移動局装置２００は、基地局装置１００によってＰＤＣＣとして設定さ
れたＤＣＣ２におけるＰＤＣＣＨを使用してＤＣＣ１および／またはＤＣＣ３におけるＰ
ＤＳＣＨがスケジュールされた場合には、上りリンク制御情報を第２の配置方法を使用し
てマッピングする。すなわち、移動局装置２００は、基地局装置１００が、ＰＤＣＣにお
けるＰＤＣＣＨを使用してＳＤＣＣにおけるＰＤＳＣＨをスケジュールした場合には、上
りリンク制御情報を第２の配置方法を使用して配置する。
【０１５８】
　図５において、移動局装置２００は、基地局装置１００によってＳＤＣＣとして設定さ
れた下りリンクコンポーネントキャリアにおけるＰＤＳＣＨが少なくとも１つはスケジュ
ールされた場合には、上りリンク制御情報を第２の配置方法を使用して配置し、基地局装
置１００によってスケジュールされたＰＵＳＣＨを使用して基地局装置１００へ送信する
ことができる。
【０１５９】
　すなわち、移動局装置２００は、基地局装置１００によってＳＤＣＣとして設定された
下りリンクコンポーネントキャリアにおけるＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱにおける制御情
報（PDSCHを使用して送信された下りリンクトランスポートブロックに対するHARQにおけ
る制御情報でも良い）を、基地局装置１００によってスケジュールされたＰＵＳＣＨを使
用して基地局装置１００へ送信する。すなわち、移動局装置２００は、基地局装置１００
によってＳＤＣＣとして設定された複数の下りリンクコンポーネントキャリアにおける複
数のＰＤＳＣＨ（SDCCにおいて同一サブフレームで送信された複数のPDSCH）に対するＨ
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ＡＲＱにおける制御情報を、基地局装置１００によってスケジュールされたＰＵＳＣＨを
使用して基地局装置１００へ送信する。
【０１６０】
　また、移動局装置２００は、基地局装置１００によってＰＤＣＣおよびＳＤＣＣとして
設定された複数の下りリンクコンポーネントキャリアにおける複数のＰＤＳＣＨ（PDCCお
よびSDCCにおいて同一サブフレームで送信された複数のPDSCH）に対するＨＡＲＱにおけ
る制御情報を、基地局装置１００によってスケジュールされたＰＵＳＣＨを使用して基地
局装置１００へ送信する。
【０１６１】
　以下、基地局装置１００によってＳＤＣＣとして設定された下りリンクコンポーネント
キャリアにおけるＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱにおける制御情報、第２のＨＡＲＱにおけ
る制御情報とも呼称する。同様に、基地局装置１００によってＳＤＣＣとして設定された
複数の下りリンクコンポーネントキャリアにおける複数のＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱに
おける制御情報を、第２のＨＡＲＱにおける制御情報とも呼称する。同様に、基地局装置
１００によってＰＤＣＣおよびＳＤＣＣとして設定された複数の下りリンクコンポーネン
トキャリアにおける複数のＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱにおける制御情報を、第２のＨＡ
ＲＱにおける制御情報とも呼称する。
【０１６２】
　ここで、上述したように、第２のＨＡＲＱにおける制御情報には、ＰＤＣＣで送信され
たＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱにおける制御情報を含むことができる。また、第２のＨＡ
ＲＱにおける制御情報には、ＳＤＣＣで送信されたＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱにおける
制御情報を含むことができる。また、第２のＨＡＲＱにおける制御情報には、基地局装置
１００が、複数の下りリンクコンポーネントキャリアを使用して、同一サブフレームで送
信した複数のＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱにおける制御情報を含むことができる。
【０１６３】
　図５において、移動局装置２００は、第２のＨＡＲＱにおける制御情報とＵＬ－ＳＣＨ
を共に、基地局装置１００によってスケジュールされたＰＵＳＣＨを使用して基地局装置
１００へ送信することができる。また、移動局装置２００は、第２のＨＡＲＱにおける制
御情報とフィードバック情報を共に、基地局装置１００によってスケジュールされたＰＵ
ＳＣＨを使用して基地局装置１００へ送信することができる。すなわち、移動局装置２０
０は、第２のＨＡＲＱにおける制御情報とフィードバック情報とＵＬ－ＳＣＨを共に、基
地局装置１００によってスケジュールされたＰＵＳＣＨに配置して基地局装置１００へ送
信する。
【０１６４】
　図６は、移動局装置２００による上りリンク制御情報に対する第１の配置方法および第
２の配置方法を説明する図である。上述したように、図６は、ＤＦＴ処理を施す前の信号
（情報）が配置される様子を示している。図６は、移動局装置２００が、ＵＬ－ＳＣＨ（
白塗りで示される）、ＣＱＩおよび／またはＰＭＩ（右上がりの斜線で示される）、ＲＩ
（左上がりの斜線で示される）、ＨＡＲＱにおける制御情報（黒塗りで示される、図6で
はACK/NACKを示す情報を示している）が、同一サブフレームでスケジュールされた場合の
配置の例を示している。また、図６には、参照信号（網線で示される）も示されている。
【０１６５】
　図６において、横軸は、時間を表しており、１４ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル（1サブフレ
ーム）を示している。また、縦軸は、周波数軸に対応したものではなく、上りリンク制御
情報が配置される際の変調シンボル系列の並びを示している。ここで、縦軸は、基地局装
置１００によってスケジュールされたＰＵＳＣＨリソースの周波数領域に相当する。各Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡシンボルは、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル毎にＤＦＴ処理され、周波数軸上で割
り当てられたＰＵＳＣＨリソースに配置される。
【０１６６】
　図６において、まず、移動局装置２００は、ＣＱＩおよび／またはＰＭＩとＵＬ－ＳＣ



(28) JP 4959030 B2 2012.6.20

10

20

30

40

50

Ｈを多重処理する。すなわち、移動局装置２００は、ＣＱＩおよび／またはＰＭＩとＵＬ
－ＳＣＨを多重処理し、多重されたＣＱＩおよび／またはＰＭＩとＵＬ－ＳＣＨを生成す
る。その多重処理において、移動局装置２００は、図６で示されるような配置方法で配置
されるように、ＣＱＩおよび／またはＰＭＩとＵＬ－ＳＣＨを多重する。
【０１６７】
　続いて、移動局装置２００は、多重されたＣＱＩおよび／またはＰＭＩとＵＬ－ＳＣＨ
と、ＲＩと、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報とを並び替え処理（インタリーブ処理）する。
その並び替え処理において、移動局装置２００は、まず図６で示されるような行列を準備
する。なお、上りリンク復調用参照信号は、常に４番目と１１番目のＳＣ－ＦＤＭＡシン
ボルに配置される。
【０１６８】
　移動局装置２００は、その行列に対して、図６で示されるような配置方法を用いて、Ｒ
Ｉを配置する。すなわち、ＲＩは、２番目と６番目と９番目と１３番目のＳＣ－ＦＤＭＡ
シンボル（つまり、各参照信号が配置されるSC-FDMAシンボルの-2番目と+2番目のSC-FDMA
シンボル）に配置される。
【０１６９】
　さらに、移動局装置２００は、その行列に対して、多重されたＣＱＩおよび／またはＰ
ＭＩとＵＬ－ＳＣＨを、まず横軸方向（時間方向）に配置し、横軸方向のＳＣ－ＦＤＭＡ
シンボル全て（参照信号を除くSC-FDMAシンボル全て）に配置した後に、縦軸方向に配置
する（タイム・ファースト・マッピングと呼称される）。その際に、移動局装置２００は
、ＲＩが配置された行列の要素をスキップして、多重されたＣＱＩおよび／またはＰＭＩ
とＵＬ－ＳＣＨを配置する。
【０１７０】
　さらに、移動局装置２００は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報を、図６で示されるような
配置方法で配置されるように、多重されたＣＱＩおよび／またはＰＭＩとＵＬ－ＳＣＨの
一部に、上書きする（overwrite、パンクチャするとも呼称する）。
【０１７１】
　すなわち、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報は、３番目と５番目と１０番目と１２番目のＳ
Ｃ－ＦＤＭＡシンボル（つまり、各参照信号が配置されるSC-FDMAシンボルの-1番目と+1
番目のSC-FDMAシンボル）に配置されるように、多重されたＣＱＩおよび／またはＰＭＩ
とＵＬ－ＳＣＨの一部に上書きされる。
【０１７２】
　すなわち、移動局装置２００が、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報を配置する際には、既に
占有された行列における多重されたＣＱＩおよび／またはＰＭＩとＵＬ－ＳＣＨの一部の
要素は上書きされる。また、このような上書き処理は、並び替え処理とも呼称される。
【０１７３】
　移動局装置２００が、多重処理および並び替え処理が施されたＣＱＩおよび／またはＰ
ＭＩと、ＵＬ－ＳＣＨと、ＲＩと、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報を、行列の要素に配置す
ることによって、各上りリンク制御情報は、図６で示されるように配置される。ここで、
多重処理および並び替え処理は、配置処理（マッピング処理）とも呼称される。
【０１７４】
　移動局装置２００は、基地局装置１００によってＰＤＣＣにおけるＰＤＳＣＨのみがス
ケジュールされた場合には、図６で示したような第１の配置方法を使用して、上りリンク
制御情報を配置する。すなわち、移動局装置２００は、図６で示したような第１の配置方
法を使用して配置した上りリンク制御情報を、基地局装置１００によってスケジュールさ
れたＰＵＳＣＨを使用して基地局装置１００へ送信する。
【０１７５】
　基地局装置１００は、移動局装置２００によって第１の配置方法で配置された上りリン
ク制御情報を受信する。例えば、基地局装置１００は、第１の配置方法で配置された上り
リンク制御情報をＰＵＳＣＨから抽出し、抽出した上りリンク制御情報に基づいて、移動
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局装置２００に対してスケジューリングを行なう。
【０１７６】
　ここで、図６を使用して、移動局装置２００による上りリンク制御情報に対する第２の
配置方法を説明する。
【０１７７】
　図６において、まず、移動局装置２００は、ＣＱＩおよび／またはＰＭＩとＵＬ－ＳＣ
Ｈを多重処理する。すなわち、移動局装置２００は、ＣＱＩおよび／またはＰＭＩとＵＬ
－ＳＣＨを多重処理し、多重されたＣＱＩおよび／またはＰＭＩとＵＬ－ＳＣＨを生成す
る。その多重処理において、移動局装置２００は、図６で示されるような配置方法で配置
されるように、ＣＱＩおよび／またはＰＭＩとＵＬ－ＳＣＨを多重する。
【０１７８】
　続いて、移動局装置２００は、多重されたＣＱＩおよび／またはＰＭＩとＵＬ－ＳＣＨ
と、ＲＩと、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報とを並び替え処理（インタリーブ処理）する。
その並び替え処理において、移動局装置２００は、まず図６で示されるような行列を準備
する。なお、上りリンク復調用参照信号は、常に４番目と１１番目のＳＣ－ＦＤＭＡシン
ボルに配置される。
【０１７９】
　移動局装置２００は、その行列に対して、図６で示されるような配置方法を用いて、Ｒ
ＩおよびＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報を配置する。すなわち、ＲＩは、２番目と６番目と
９番目と１３番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボル（つまり、各参照信号が配置されるSC-FDMA
シンボルの-2番目と+2番目のSC-FDMAシンボル）に配置される。また、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
を示す情報は、３番目と５番目と１０番目と１２番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボル（つまり
、各参照信号が配置されるSC-FDMAシンボルの-1番目と+1番目のSC-FDMAシンボル）に配置
される。
【０１８０】
　さらに、移動局装置２００は、その行列に対して、多重されたＣＱＩおよび／またはＰ
ＭＩとＵＬ－ＳＣＨを、まず横軸方向（時間方向）に配置し、横軸方向のＳＣ－ＦＤＭＡ
シンボル全て（参照信号を除くSC-FDMAシンボル全て）に配置した後に、縦軸方向に配置
する（タイム・ファースト・マッピングと呼称される）。その際に、移動局装置２００は
、ＲＩおよびＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報が配置された行列の要素をスキップして、多重
されたＣＱＩおよび／またはＰＭＩとＵＬ－ＳＣＨを配置する。
【０１８１】
　移動局装置２００が、多重処理および並び替え処理が施されたＣＱＩおよび／またはＰ
ＭＩと、ＵＬ－ＳＣＨと、ＲＩと、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報を、行列の要素に配置す
ることによって、各上りリンク制御情報は、図６で示されるように配置される。ここで、
多重処理および並び替え処理は、配置処理（マッピング処理）とも呼称される。
【０１８２】
　移動局装置２００は、基地局装置１００によってＳＤＣＣにおけるＰＤＳＣＨの少なく
とも１つがスケジュールされた場合には、図６で示したような第２の配置方法を使用して
、上りリンク制御情報を配置する。すなわち、移動局装置２００は、図６で示したような
第２の配置方法を使用して配置した上りリンク制御情報を、基地局装置１００によってス
ケジュールされたＰＵＳＣＨを使用して基地局装置１００へ送信する。
【０１８３】
　移動局装置２００が、上述したような図６で示される第２の配置方法を使用して、上り
リンク制御情報を配置することによって、ＨＡＲＱにおける制御情報（ACK/NACKを示す情
報）を配置する際に上書きされる（パンクチャされる）上りリンク制御情報（CQIおよび
／またはPMIとUL-SCH）を無くすことができる。
【０１８４】
　基地局装置１００は、移動局装置２００によって第２の配置方法で配置された上りリン
ク制御情報を受信する。例えば、基地局装置１００は、第２の配置方法で配置された上り
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リンク制御情報をＰＵＳＣＨから抽出し、抽出した上りリンク制御情報に基づいて、移動
局装置２００に対してスケジューリングを行なう。
【０１８５】
　図７は、移動局装置２００による上りリンク制御情報に対する第２の配置方法を説明す
る図である。図７は、図６と同様の図を示している。
【０１８６】
　図７において、まず、移動局装置２００は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報とＣＱＩおよ
び／またはＰＭＩとＵＬ－ＳＣＨを多重処理する。すなわち、移動局装置２００は、ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫを示す情報とＣＱＩおよび／またはＰＭＩとＵＬ－ＳＣＨを多重処理し、多
重されたＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報とＣＱＩおよび／またはＰＭＩとＵＬ－ＳＣＨを生
成する。その多重処理において、移動局装置２００は、図７で示されるような配置方法で
配置されるように、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報とＣＱＩおよび／またはＰＭＩとＵＬ－
ＳＣＨを多重する。
【０１８７】
　続いて、移動局装置２００は、多重されたＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報とＣＱＩおよび
／またはＰＭＩとＵＬ－ＳＣＨと、ＲＩとを並び替え処理（インタリーブ処理）する。そ
の並び替え処理において、移動局装置２００は、まず図７で示されるような行列を準備す
る。なお、上りリンク復調用参照信号は、常に４番目と１１番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボ
ルに配置される。
【０１８８】
　移動局装置２００は、その行列に対して、図７で示されるような配置方法を用いて、Ｒ
Ｉを配置する。すなわち、ＲＩは、２番目と６番目と９番目と１３番目のＳＣ－ＦＤＭＡ
シンボル（つまり、各参照信号が配置されるSC-FDMAシンボルの-2番目と+2番目のSC-FDMA
シンボル）に配置される。
【０１８９】
　さらに、移動局装置２００は、その行列に対して、多重されたＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す
情報とＣＱＩおよび／またはＰＭＩとＵＬ－ＳＣＨを、まず横軸方向（時間方向）に配置
し、横軸方向のＳＣ－ＦＤＭＡシンボル全て（参照信号を除くSC-FDMAシンボル全て）に
配置した後に、縦軸方向に配置する（タイム・ファースト・マッピングと呼称される）。
その際に、移動局装置２００は、ＲＩが配置された行列の要素をスキップして、多重され
たＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報とＣＱＩおよび／またはＰＭＩとＵＬ－ＳＣＨを配置する
。
【０１９０】
　移動局装置２００が、多重処理および並び替え処理が施されたＣＱＩおよび／またはＰ
ＭＩと、ＵＬ－ＳＣＨと、ＲＩと、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報を、行列の要素に配置す
ることによって、各上りリンク制御情報は、図７で示されるように配置される。ここで、
多重処理および並び替え処理は、配置処理（マッピング処理）とも呼称される。
【０１９１】
　さらに、図７を使用して、移動局装置２００による上りリンク制御情報に対する第２の
配置方法を説明する。
【０１９２】
　図７において、まず、移動局装置２００は、ＣＱＩおよび／またはＰＭＩとＵＬ－ＳＣ
Ｈを多重処理する。すなわち、移動局装置２００は、ＣＱＩおよび／またはＰＭＩとＵＬ
－ＳＣＨを多重処理し、多重されたＣＱＩおよび／またはＰＭＩとＵＬ－ＳＣＨを生成す
る。その多重処理において、移動局装置２００は、図７で示されるような配置方法で配置
されるように、ＣＱＩおよび／またはＰＭＩとＵＬ－ＳＣＨを多重する。
【０１９３】
　続いて、移動局装置２００は、多重されたＣＱＩおよび／またはＰＭＩとＵＬ－ＳＣＨ
と、ＲＩと、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報とを並び替え処理（インタリーブ処理）する。
その並び替え処理において、移動局装置２００は、まず図７で示されるような行列を準備
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する。なお、上りリンク復調用参照信号は、常に４番目と１１番目のＳＣ－ＦＤＭＡシン
ボルに配置される。
【０１９４】
　移動局装置２００は、その行列に対して、図７で示されるような配置方法を用いて、Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報を配置する。すなわち、移動局装置２００は、その行列に対し
て、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報を、まず横軸方向（時間方向）に配置し、横軸方向のＳ
Ｃ－ＦＤＭＡシンボル全て（参照信号を除くSC-FDMAシンボル全て）に配置した後に、縦
軸方向に配置する（タイム・ファースト・マッピングと呼称される）。
【０１９５】
　さらに、移動局装置２００は、その行列に対して、図７で示されるような配置方法を用
いて、ＲＩを配置する。すなわち、ＲＩは、２番目と６番目と９番目と１３番目のＳＣ－
ＦＤＭＡシンボル（つまり、各参照信号が配置されるSC-FDMAシンボルの-2番目と+2番目
のSC-FDMAシンボル）に配置される。
【０１９６】
　さらに、移動局装置２００は、その行列に対して、多重されたＣＱＩおよび／またはＰ
ＭＩとＵＬ－ＳＣＨを、まず横軸方向（時間方向）に配置し、横軸方向のＳＣ－ＦＤＭＡ
シンボル全て（参照信号を除くSC-FDMAシンボル全て）に配置した後に、縦軸方向に配置
する（タイム・ファースト・マッピングと呼称される）。その際に、移動局装置２００は
、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報およびＲＩが配置された行列の要素をスキップして、多重
されたＣＱＩおよび／またはＰＭＩとＵＬ－ＳＣＨを配置する。
【０１９７】
　移動局装置２００が、多重処理および並び替え処理が施されたＣＱＩおよび／またはＰ
ＭＩと、ＵＬ－ＳＣＨと、ＲＩと、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報を、行列の要素に配置す
ることによって、各上りリンク制御情報は、図７で示されるように配置される。ここで、
多重処理および並び替え処理は、配置処理（マッピング処理）とも呼称される。
【０１９８】
　移動局装置２００は、基地局装置１００によってＳＤＣＣにおけるＰＤＳＣＨの少なく
とも１つがスケジュールされた場合には、図７で示したような第２の配置方法を使用して
、上りリンク制御情報を配置する。すなわち、移動局装置２００は、図７で示したような
第２の配置方法を使用して配置した上りリンク制御情報を、基地局装置１００によってス
ケジュールされたＰＵＳＣＨを使用して基地局装置１００へ送信する。
【０１９９】
　移動局装置２００が、図７で示したような第２の配置方法を使用して、上りリンク制御
情報を配置することによって、ＨＡＲＱにおける制御情報（ACK/NACKを示す情報）を配置
する際に上書きされる（パンクチャされる）上りリンク制御情報（CQIおよび／またはPMI
とUL-SCH）を無くすことができる。ここで、図７において、ＲＩは、３番目と５番目のＳ
Ｃ－ＦＤＭＡシンボル（つまり、参照信号が配置されるSC-FDMAシンボルの-1番目と+1番
目のSC-FDMAシンボル）に配置されるように、並び替えられてもよい。
【０２００】
　基地局装置１００は、移動局装置２００によって第２の配置方法で配置された上りリン
ク制御情報を受信する。例えば、基地局装置１００は、第２の配置方法で配置された上り
リンク制御情報をＰＵＳＣＨから抽出し、抽出した上りリンク制御情報に基づいて、移動
局装置２００に対してスケジューリングを行なう。
【０２０１】
　図８は、移動局装置２００による上りリンク制御情報に対する第２のマッピング方法を
説明する図である。図８は、図６、図７と同様の図を示している。図８では、既に説明し
たように、ＰＭＩとして、ＰＭＩ１およびＰＭＩ２に分ける場合を説明する。
【０２０２】
　図８において、まず、移動局装置２００は、ＣＱＩおよび／またはＰＭＩ２とＵＬ－Ｓ
ＣＨを多重処理する。すなわち、移動局装置２００は、ＣＱＩおよび／またはＰＭＩ２と
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ＵＬ－ＳＣＨを多重処理し、多重されたＣＱＩおよび／またはＰＭＩ２とＵＬ－ＳＣＨを
生成する。その多重処理において、移動局装置２００は、図８で示されるような配置方法
で配置されるように、ＣＱＩおよび／またはＰＭＩ２とＵＬ－ＳＣＨを多重する。
【０２０３】
　続いて、移動局装置２００は、多重されたＣＱＩおよび／またはＰＭＩ２とＵＬ－ＳＣ
Ｈと、ＲＩと、ＰＭＩ１と、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報とを並び替え処理（インタリー
ブ処理）する。その並び替え処理において、移動局装置２００は、まず図８で示されるよ
うな行列を準備する。なお、上りリンク復調用参照信号は、常に４番目と１１番目のＳＣ
－ＦＤＭＡシンボルに配置される。
【０２０４】
　移動局装置２００は、その行列に対して、図８で示されるような配置方法を用いて、Ｒ
ＩおよびＰＭＩ１を配置する。すなわち、ＲＩおよびＰＭＩ１は、２番目と６番目と９番
目と１３番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボル（つまり、各参照信号が配置されるSC-FDMAシン
ボルの-2番目と+2番目のSC-FDMAシンボル）に配置される。
【０２０５】
　さらに、移動局装置２００は、その行列に対して、多重されたＣＱＩおよび／またはＰ
ＭＩ２とＵＬ－ＳＣＨを、まず横軸方向（時間方向）に配置し、横軸方向のＳＣ－ＦＤＭ
Ａシンボル全て（参照信号を除くSC-FDMAシンボル全て）に配置した後に、縦軸方向に配
置する（タイム・ファースト・マッピングと呼称される）。その際に、移動局装置２００
は、ＲＩおよびＰＭＩ１が配置された行列の要素をスキップして、多重されたＣＱＩおよ
び／またはＰＭＩ２とＵＬ－ＳＣＨを配置する。
【０２０６】
　さらに、移動局装置２００は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報を、図８で示されるような
配置方法で配置されるように、多重されたＣＱＩおよび／またはＰＭＩ２とＵＬ－ＳＣＨ
の一部に、上書きする（overwrite、パンクチャするとも呼称する）。
【０２０７】
　すなわち、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報は、３番目と５番目と１０番目と１２番目のＳ
Ｃ－ＦＤＭＡシンボル（つまり、各参照信号が配置されるSC-FDMAシンボルの-1番目と+1
番目のSC-FDMAシンボル）に配置されるように、多重されたＣＱＩおよび／またはＰＭＩ
２とＵＬ－ＳＣＨの一部に上書きされる。
【０２０８】
　すなわち、移動局装置２００が、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報を配置する際には、既に
占有された行列におけるＵＬ－ＳＣＨの一部の要素は上書きされる。また、このような上
書き処理は、並び替え処理とも呼称される。
【０２０９】
　移動局装置２００が、多重処理および並び替え処理が施されたＣＱＩおよび／またはＰ
ＭＩと、ＵＬ－ＳＣＨと、ＲＩと、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報を、行列の要素に配置す
ることによって、各上りリンク制御情報は、図８で示されるように配置される。ここで、
多重処理および並び替え処理は、配置処理（マッピング処理）とも呼称される。
【０２１０】
　移動局装置２００は、基地局装置１００によってＳＤＣＣにおけるＰＤＳＣＨの少なく
とも１つがスケジュールされた場合には、図８で示したような第２の配置方法を使用して
、上りリンク制御情報を配置する。すなわち、移動局装置２００は、図８で示したような
第２の配置方法を使用して配置した上りリンク制御情報を、基地局装置１００によってス
ケジュールされたＰＵＳＣＨを使用して基地局装置１００へ送信する。
【０２１１】
　移動局装置２００が、図８で示したような第２の配置方法を使用して、上りリンク制御
情報を配置することによって（PMI1を参照信号に近接させて配置することによって）、Ｐ
ＭＩ１に対する伝搬路推定精度を向上させることができる。
【０２１２】
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　基地局装置１００は、移動局装置２００によって第２の配置方法で配置された上りリン
ク制御情報を受信する。例えば、基地局装置１００は、第２の配置方法で配置された上り
リンク制御情報をＰＵＳＣＨから抽出し、抽出した上りリンク制御情報に基づいて、移動
局装置２００に対してスケジューリングを行なう。
【０２１３】
　さらに、図８を使用して、移動局装置２００による上りリンク制御情報に対する第２の
配置方法を説明する。
【０２１４】
　図８において、まず、移動局装置２００は、ＣＱＩおよび／またはＰＭＩ２とＵＬ－Ｓ
ＣＨを多重処理する。すなわち、移動局装置２００は、ＣＱＩおよび／またはＰＭＩ２と
ＵＬ－ＳＣＨを多重処理し、多重されたＣＱＩおよび／またはＰＭＩ２とＵＬ－ＳＣＨを
生成する。その多重処理において、移動局装置２００は、図８で示されるような配置方法
で配置されるように、ＣＱＩおよび／またはＰＭＩ２とＵＬ－ＳＣＨを多重する。
【０２１５】
　続いて、移動局装置２００は、多重されたＣＱＩおよび／またはＰＭＩ２とＵＬ－ＳＣ
Ｈと、ＲＩと、ＰＭＩ１と、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報とを並び替え処理（インタリー
ブ処理）する。その並び替え処理において、移動局装置２００は、まず図８で示されるよ
うな行列を準備する。なお、上りリンク復調用参照信号は、常に４番目と１１番目のＳＣ
－ＦＤＭＡシンボルに配置される。
【０２１６】
　移動局装置２００は、その行列に対して、図８で示されるような配置方法を用いて、Ｒ
ＩとＰＭＩ１とＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報を配置する。すなわち、ＲＩおよびＰＭＩ１
は、２番目と６番目と９番目と１３番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボル（つまり、各参照信号
が配置されるSC-FDMAシンボルの-2番目と+2番目のSC-FDMAシンボル）に配置される。また
、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報は、３番目と５番目と１０番目と１２番目のＳＣ－ＦＤＭ
Ａシンボル（つまり、各参照信号が配置されるSC-FDMAシンボルの-1番目と+1番目のSC-FD
MAシンボル）に配置される。
【０２１７】
　さらに、移動局装置２００は、その行列に対して、多重されたＣＱＩおよび／またはＰ
ＭＩ２とＵＬ－ＳＣＨを、まず横軸方向（時間方向）に配置し、横軸方向のＳＣ－ＦＤＭ
Ａシンボル全て（参照信号を除くSC-FDMAシンボル全て）に配置した後に、縦軸方向に配
置する（タイム・ファースト・マッピングと呼称される）。その際に、移動局装置２００
は、ＲＩとＰＭＩ１とＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報が配置された行列の要素をスキップし
て、多重されたＣＱＩおよび／またはＰＭＩ２とＵＬ－ＳＣＨを配置する。
【０２１８】
　移動局装置２００が、多重処理および並び替え処理が施されたＣＱＩおよび／またはＰ
ＭＩ２と、ＵＬ－ＳＣＨと、ＲＩと、ＰＭＩ１と、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報を、行列
の要素に配置することによって、各上りリンク制御情報は、図８で示されるように配置さ
れる。ここで、多重処理および並び替え処理は、配置処理（マッピング処理）とも呼称さ
れる。
【０２１９】
　移動局装置２００は、基地局装置１００によってＳＤＣＣにおけるＰＤＳＣＨの少なく
とも１つがスケジュールされた場合には、図８で示したような第２の配置方法を使用して
、上りリンク制御情報を配置する。すなわち、移動局装置２００は、図８で示したような
第２の配置方法を使用して配置した上りリンク制御情報を、基地局装置１００によってス
ケジュールされたＰＵＳＣＨを使用して基地局装置１００へ送信する。
【０２２０】
　移動局装置２００が、図８で示したような第２の配置方法を使用して、上りリンク制御
情報を配置することによって、ＨＡＲＱにおける制御情報（ACK/NACKを示す情報）を配置
する際に上書きされる（パンクチャされる）上りリンク制御情報（CQIおよび／またはPMI



(34) JP 4959030 B2 2012.6.20

10

20

30

40

50

2とUL-SCH）をなくすことができと共に、ＰＭＩ１に対する伝搬路推定精度を向上させる
ことができる。
【０２２１】
　基地局装置１００は、移動局装置２００によって第２の配置方法で配置された上りリン
ク制御情報を受信する。例えば、基地局装置１００は、第２の配置方法で配置された上り
リンク制御情報をＰＵＳＣＨから抽出し、抽出した上りリンク制御情報に基づいて、移動
局装置２００に対してスケジューリングを行なう。
【０２２２】
　上述したように、移動局装置２００は、基地局装置１００によるＰＤＳＣＨのスケジュ
ーリングに応じて、上りリンク制御情報に対する配置方法を切り替える。すなわち、移動
局装置２００は、基地局装置１００によるＰＤＳＣＨのスケジューリングに応じて、上り
リンク制御情報を配置する際の位置（SC-FDMAシンボル）を切り替えることができる。ま
た、移動局装置２００は、基地局装置１００によるＰＤＳＣＨのスケジューリングに応じ
て、上りリンク制御情報を配置する際の順序を切り替えることができる。
【０２２３】
　また、上述したように、移動局装置２００は、基地局装置１００によるＰＤＳＣＨのス
ケジューリングに応じて、第１のＨＡＲＱにおける制御情報または第２のＨＡＲＱにおけ
る制御情報を基地局装置１００へ送信することができる。すなわち、移動局装置２００は
、基地局装置１００によるＰＤＳＣＨのスケジューリングに応じて、第１のＨＡＲＱにお
ける制御情報を第１の配置方法で配置して、基地局装置１００へ送信することができる。
また、移動局装置２００は、基地局装置１００によるＰＤＳＣＨのスケジューリングに応
じて、第２のＨＡＲＱにおける制御情報を第２の配置方法で配置して、基地局装置１００
へ送信することができる。すなわち、第２の配置方法で送信可能なＨＡＲＱにおける制御
情報の情報量は、第１の配置方法で送信可能なＨＡＲＱにおける制御情報の情報量よりも
大きくすることが可能となる。
【０２２４】
　上記までに記載したように、第１の実施形態では、基地局装置１００は、移動局装置２
００に対してＰＤＳＣＨをスケジュールし、移動局装置２００は、基地局装置１００によ
るＰＤＳＣＨのスケジューリングに応じて、第１の配置方法または第２の配置方法で配置
した上りリンク制御情報を基地局装置１００に送信することによって、基地局装置１００
と移動局装置２００が、無線リソースを効率的に使用して、上りリンク制御情報を送受信
できる。
【０２２５】
　移動局装置２００が、基地局装置１００によるＰＤＳＣＨのスケジューリングに応じて
、上りリンク制御情報の配置方法を切り替えることによって、基地局装置１００が、下り
リンク制御情報を送信する必要がなくなり、無線リソースを効率的に使用することができ
る。
【０２２６】
　移動局装置２００が、基地局装置１００によるＰＤＳＣＨのスケジューリングに応じて
、上りリンク制御情報の配置方法を切り替えることによって、周波数帯域集約された移動
通信システムにおける最適な上りリンク制御情報に対する配置方法を選択することができ
る。すなわち、移動局装置２００は、周波数帯域集約された移動通信システムにおける最
適な上りリンク制御情報の送信方法を用いることができる。
【０２２７】
　一方、移動局装置２００が、基地局装置１００によるＰＤＳＣＨのスケジューリングに
応じて、上りリンク制御情報の配置方法を切り替えることによって、従来の技術における
上りリンク制御情報の配置方法を選択することができる。すなわち、移動局装置２００は
、従来の技術における上りリンク制御情報の送信方法との整合性を確保することができる
。
【０２２８】
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　また、本発明は、以下のような態様を採ることも可能である。すなわち、本発明の移動
通信システムは、複数のコンポーネントキャリアを使用して基地局装置と移動局装置が通
信を行なう移動通信システムであって、前記基地局装置は、ある特定の下りリンクコンポ
ーネントキャリアを前記移動局装置へ設定し、前記移動局装置は、前記基地局装置によっ
て前記ある特定の下りリンクコンポーネントキャリアにおける物理下りリンク共用チャネ
ルのみがスケジュールされた場合には、上りリンク制御情報に対する第１の配置方法を選
択し、前記基地局装置によって前記ある特定の下りリンクコンポーネントキャリア以外の
下りリンクコンポーネントキャリアにおける物理下りリンク共用チャネルが少なくとも１
つはスケジュールされた場合には、上りリンク制御情報に対する第２の配置方法を選択す
ることを特徴としている。
【０２２９】
　また、本発明の移動通信システムにおいて、前記移動局装置は、前記選択した配置方法
で配置された前記上りリンク制御情報を物理上りリンク共用チャネルを使用して前記基地
局装置へ送信することを特徴としている。
【０２３０】
　また、本発明の移動局装置は、複数のコンポーネントキャリアを使用して基地局装置と
移動局装置が通信を行なう移動通信システムにおける移動局装置であって、前記基地局装
置による物理下りリンク共用チャネルのスケジューリングに応じて、上りリンク制御情報
に対する配置方法を切り替える手段を備えることを特徴としている。
【０２３１】
　また、本発明の移動局装置は、複数のコンポーネントキャリアを使用して基地局装置と
移動局装置が通信を行なう移動通信システムにおける移動局装置であって、ある特定の下
りリンクコンポーネントキャリアを前記基地局装置によって設定される手段と、前記基地
局装置によって前記ある特定の下りリンクコンポーネントキャリアにおける物理下りリン
ク共用チャネルのみがスケジュールされた場合には、上りリンク制御情報に対する第１の
配置方法を選択する手段と、前記基地局装置によって前記ある特定の下りリンクコンポー
ネントキャリア以外の下りリンクコンポーネントキャリアにおける物理下りリンク共用チ
ャネルが少なくとも１つはスケジュールされた場合には、上りリンク制御情報に対する第
２の配置方法を選択する手段と、を備えることを特徴としている。
【０２３２】
　また、本発明の移動局装置は、前記上りリンク制御情報を物理上りリンク共用チャネル
を使用して前記基地局装置へ送信する手段を備えることを特徴としている。
【０２３３】
　また、本発明の基地局装置は、複数のコンポーネントキャリアを使用して基地局装置と
移動局装置が通信を行なう移動通信システムにおける基地局装置であって、前記移動局装
置に対する物理下りリンク共用チャネルのスケジューリングに応じて、前記移動局装置に
よって切り替えられた配置方法で配置された上りリンク制御情報を前記移動局装置から受
信する手段を備えることを特徴としている。
【０２３４】
　また、本発明の基地局装置は、複数のコンポーネントキャリアを使用して基地局装置と
移動局装置が通信を行なう移動通信システムにおける基地局装置であって、ある特定の下
りリンクコンポーネントキャリアを前記移動局装置へ設定する手段と、前記ある特定の下
りリンクコンポーネントキャリアにおける物理下りリンク共用チャネルのみをスケジュー
ルした場合には、前記移動局装置によって選択された第１の配置方法で配置された上りリ
ンク制御情報を前記移動局装置から受信する手段と、前記ある特定の下りリンクコンポー
ネントキャリア以外の下りリンクコンポーネントキャリアにおける物理下りリンク共用チ
ャネルを少なくとも１つはスケジュールした場合には、前記移動局装置によって選択され
た第２の配置方法で配置された上りリンク制御情報を前記移動局装置から受信する手段と
、を備えることを特徴としている。
【０２３５】
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　また、本発明の基地局装置は、前記上りリンク制御情報を物理上りリンク共用チャネル
を使用して前記移動局装置から受信する手段を備えることを特徴としている。
【０２３６】
　また、本発明の通信方法は、複数のコンポーネントキャリアを使用して基地局装置と移
動局装置が通信を行なう移動通信システムにおける移動局装置の通信方法であって、前記
基地局装置による物理下りリンク共用チャネルのスケジューリングに応じて、上りリンク
制御情報に対する配置方法を切り替えることを特徴としている。
【０２３７】
　また、本発明の通信方法は、複数のコンポーネントキャリアを使用して基地局装置と移
動局装置が通信を行なう移動通信システムにおける移動局装置の通信方法であって、ある
特定の下りリンクコンポーネントキャリアを前記基地局装置によって設定され、前記基地
局装置によって前記ある特定の下りリンクコンポーネントキャリアにおける物理下りリン
ク共用チャネルのみがスケジュールされた場合には、上りリンク制御情報に対する第１の
配置方法を選択し、前記基地局装置によって前記ある特定の下りリンクコンポーネントキ
ャリア以外の下りリンクコンポーネントキャリアにおける物理下りリンク共用チャネルが
少なくとも１つはスケジュールされた場合には、上りリンク制御情報に対する第２の配置
方法を選択することを特徴としている。
【０２３８】
　また、本発明の通信方法は、複数のコンポーネントキャリアを使用して基地局装置と移
動局装置が通信を行なう移動通信システムにおける基地局装置の通信方法であって、前記
移動局装置に対する物理下りリンク共用チャネルのスケジューリングに応じて、前記移動
局装置によって切り替えられた配置方法で配置された上りリンク制御情報を前記移動局装
置から受信することを特徴としている。
【０２３９】
　また、本発明の通信方法は、複数のコンポーネントキャリアを使用して基地局装置と移
動局装置が通信を行なう移動通信システムにおける基地局装置の通信方法であって、ある
特定の下りリンクコンポーネントキャリアを前記移動局装置へ設定し、前記ある特定の下
りリンクコンポーネントキャリアにおける物理下りリンク共用チャネルのみをスケジュー
ルした場合には、前記移動局装置によって選択された第１の配置方法で配置された上りリ
ンク制御情報を前記移動局装置から受信し、前記ある特定の下りリンクコンポーネントキ
ャリア以外の下りリンクコンポーネントキャリアにおける物理下りリンク共用チャネルを
少なくとも１つはスケジュールした場合には、前記移動局装置によって選択された第２の
配置方法で配置された上りリンク制御情報を前記移動局装置から受信することを特徴とし
ている。
【０２４０】
　以上説明した実施形態は、基地局装置１００および移動局装置２００に搭載される集積
回路／チップセットにも適用される。また、以上説明した実施形態において、基地局装置
１００内の各機能や、移動局装置２００内の各機能を実現するためのプログラムをコンピ
ュータ読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムをコン
ピュータシステムに読み込ませ、実行することにより基地局装置１００や移動局装置２０
０の制御を行なっても良い。なお、ここでいう「コンピュータシステム」とは、ＯＳや周
辺機器等のハードウェアを含むものとする。
【０２４１】
　また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁気
ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハー
ドディスク等の記憶装置のことをいう。更に「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」と
は、インターネット等のネットワークや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送信
する場合の通信線のように、短時間、動的にプログラムを保持するもの、その場合のサー
バやクライアントとなるコンピュータシステム内部の揮発性メモリのように、一定時間プ
ログラムを保持しているものも含むものとする。また上記プログラムは、前述した機能の
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既に記録されているプログラムとの組み合わせで実現できるものであっても良い。
【０２４２】
　以上、この発明の実施形態について図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も特許請
求の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【０２４３】
１００　基地局装置
１０１　データ制御部
１０２　送信データ変調部
１０３　無線部
１０４　スケジューリング部
１０５　伝搬路推定部
１０６　受信データ復調部
１０７　データ抽出部
１０８　上位層
１０９　アンテナ
１１０　無線リソース制御部
２００　移動局装置
２０１　データ制御部
２０２　送信データ変調部
２０３　無線部
２０４　スケジューリング部
２０５　伝搬路推定部
２０６　受信データ復調部
２０７　データ抽出部
２０８　上位層
２０９　アンテナ
２１０　無線リソース制御部



(38) JP 4959030 B2 2012.6.20

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(39) JP 4959030 B2 2012.6.20

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(40) JP 4959030 B2 2012.6.20

【図９】 【図１０】



(41) JP 4959030 B2 2012.6.20

10

フロントページの続き

(56)参考文献  国際公開第２００９／１５４５４０（ＷＯ，Ａ１）
              InterDigital Communications, LLC，Link-level results for R-PDCCH multiplexing using FD
              M and TDM+FDM，3GPP TSG-RAN WG1 Meeting #60, R1-101532，２０１０年　２月２２日，全文、
              全図

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04B7/24-7/26
              H04W4/00-99/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

